
駒場キャンパスでときどきDESKと

いう文字を見ることがあると思いま

す。「駒場のドイツ・ヨーロッパ研究

Deutschland- und Europastudien in

Komaba」という意味のドイツ語から

作った略称です。これは2000年の秋以

来、東京大学大学院総合文化研究科・

教養学部がドイツ学術交流会（DAAD）

との間に契約を結んで資金的援助を受

け、ヨーロッパに関心のある学生にさ

まざまな形態での援助を与えることを

すß交流会�まぐô慧こゐ 冣 ? ま V 俐 ヂ � ま お ‡ 学 ô 慧 俦 克 ま げ こ ∵

る の だ と い う 妙 な 狎 れ の 意 識 も 生 じ て

お り 、 日 に 日 に 変 わ り 行 く ヨ ー ロ ッ パ

に 眼 が 向 か な い と い う 弊 害 を 伴 っ て い

ます。DESKでは特にこの病状の手当

を重視し、DESK専任の助手の行う

チュートリアルは各国大使館員や日本

の官公庁の職員をはじめとして多くの

学外の方々の協力を得ながら定期的な

会合をもってきました。その中で培わ

れた今日のヨーロッパの社会的政治的

状況に関する知識と理解を自らの研究

に生かし、ヨーロッパ研究のアクチュ

アリティを改めて問い直してみたいと

いう学生側の要望に応え、2004年度か

らはチュートリアルの枠内で新たに歴

史系研究会、思想系研究会という学部

生・院生による二つの勉強会も発足し

ます。

DESKの活動を始めて3年半が経ち

ました。DESK主催のシンポジウムは、

「ヨーロッパの安全保障体制」を主題

にしたり、イタリアの市長哲学者カッ

チャーリを招いて「群島としてのヨー

ロッパ」を開いたり、現代の地域や国

家を考えるための恰好の素材として

「バルカン」を開いたり、はたまた敵

と味方に分かれつつある現代を考える

ために「カール・シュミットと現代」

を開催したりしてきました。シンポジ

ウムとは別に、著名な舞踏演出家のピ

ナ・バウシュを招いて「ピナ・イン・

コマバ」を開催したかと思うと、今度

は著名な詩人で当代有数のヨーロッパ

通、ヨーロッパ批評家であり、DESK

の顧問もお願いしている辻井喬氏をお

招きし「講演会」を開催したりもしま

した。要は支離滅裂ではないかという

印象をもつ人もいることと思います。

しかし残念ながら、今時、「ヨーロッ

パ研究」という建前に調和の取れた統

一性を期待する方がどうかしているの

です。東京大学の膨大なヨーロッパ研

究の蓄積とその最大限に細分化された

それぞれの地点で進行する最先端の動

きを学生や市民に伝える機会を提供す

ることを目的としているDESKが誠実

にことに当たろうとすれば、必ずそう

いうことになるのです。むしろこの支

離滅裂の現出に日々努力している

DESKの運営委員や助手・嘱託に、あ

るいはDESKの諸々の活動に参加して

くれている学生・院生に正当な感謝を

捧げて貰いたいようなものです。

だいたい「ヨーロッパ」という概念

は空間的にも時間的にもその輪郭が非

常に曖昧な概念です。グローバリゼー

ションと一方で言い、他方で地域化と

言うと、例えばEUといった広域を

「ヨーロッパ」と考えるのは自然では

あるでしょう。またそれを一定の基礎

にしないと「ヨーロッパ」という概念

内容は余りに茫漠としています。しか

し例えばパレスチナ紛争です。アラブ

人とイスラエル人は旧約聖書以来「仲

が悪い」ことになっているなどと思わ

れるかもしれませんが、しかしアラブ

とイスラエルの関係がこれほど悪化す

る歴史的経緯に「ヨーロッパ」は深々

と関係しています。また現在のアジア

やアフリカでも地域統合が進んでいる

としても、それはかつてのヨーロッパ植

民地主義支配と無関係に進んでいるわ

けではありません。

DESKは個々の学生・院生の研究に

必要と思われる金銭的援助も行いま

す。空間的にも時間的にも曖昧なヨー

ロッパについて全体としては支離滅裂

とさえ言えるほど様々な観点から研究

する数多くの学生のうち、誰に援助す
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るのか。むろん、支離滅裂に援助する

わけではありません。DESKは、東京

大学というかつての幕末の蛮書取調所

に端を発していわゆる洋学の拠点と

なった大学が過去において蓄積した学

問伝統を単に受動的に受け継ぐだけで

はなく、その伝統を批判的に継承し発

展させる、あるいは新機軸を打ち出し

更新するための恒常的な努力の上に成

り立っている存在です。そうした努力

の積み重ねられている様々な場で学ぶ

優れた学生・院生をDESKに推薦して

頂き、援助をすることになります。こ

れは駒場キャンパスに限られません。

優れたヨーロッパ研究者が育つことを

支援するDESKは駒場にありますが、

そのような援助にふさわしい対象者が

駒場を経由して本郷に進学することが

あるのもまた当然です。本郷キャンパ

スにはDESKから委員を委託された諸

先生が在籍しており、本郷キャンパス

の学部・大学院の学生・院生もDESK

の援助を受けることができます。どう

いう人を「優れている」と考え、援助

を決定するかは、それぞれの研究機関

のDESK委員による推薦に任されてお

り、それを信頼してもらうほかありま

せん。しかし誤解を恐れずDESKの基

本的観点から言うとすれば、当面の研

究課題に適正な枠を与えつつ、しかも

その背後に広がる膨大な広がりに眼を

眩まさない人ということになります。

では金銭的援助とはどの程度の援助な

のか。詳細はDESKのホームページ

（http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp/）

を覗いてみて下さい。また、DESK

の活動のより詳しい内容にご関心の

向きはDESKの定期刊行物（DESK

NEWSLETTERの他に紀要『ヨーロッ

パ研究』もあります）をご覧下さい。

臼井隆一郎

（DESK運営委員長・総合文化研究科

言語情報科学専攻）

DESKは平成15年度より大学院にお

けるドイツ・ヨーロッパ教育の強化の

ため、教育プログラムDIGESⅡ（社会

科学）を開始した。これによって、修士

課程において法律、経済、社会科学など

の分野で現代ヨーロッパを研究する大

学院生を支援する制度が拡充された。

DESKにはDIGES（Diploma for German

and European Studies）と称される履

修制度があり、学生の学位取得のため

に必要とされる既存の履修規定とは別

に、ヨーロッパ研究に対する学習と研

究の意欲と成果をDESKが独自に認定

している。平成12年10月のDESK発足

以来、DIGESはDESKの活動の大きな柱

の一つとして成果をあげてきた。この

DIGESには学部を対象としたDIGESⅠ

と大学院を対象としたDIGESⅡが存在し

ている。DIGESⅠは、駒場キャンパ

スに所属する前期課程・後期課程全て

の教養学部生が対象とされる制度であ

る。DIGESⅠの認定を受けるために

は、教養学部の学生についてはDESK

の定めた一定の条件を満たした上で、

所定の期間内に学生自らがDESK事務

室に認定の申請を行うことになって

いる。

平成15年度より拡充されたのは、大

学院生を対象としたDIGESⅡの制度

である。このDIGESⅡは、東京大学

の全ての大学院生が対象とされる制度

であり、DIGESⅡの認定を受けるた

めには以下の条件を満たした上で、所

定の期間内に学生自らがDESK事務室

に認定の申請を行う必要がある。

1 DESK助成金の交付を受け、その

成果を活用したヨーロッパに関す

る修了論文を提出し、単位が認定

されたもの。

2 DESK助成金の交付を受け、その

成果を活用した研究成果を公刊し

たもの。

現状の限られた予算枠においては、

大学院教育の社会科学分野における教

育助成は容易でないが、平成15年4月か

ら開始された教育プログラムDIGESⅡ

（社会科学）には9名の修士課程学生が

登録しており、この1年の間に夏と春

の2回にわたって欧州における現地資

料収集・調査のための助成金を受けて

いる学生もいる。

平成16年度もDESKは修士課程に入

学した学生のDIGESⅡ（社会科学）

プログラムへの新規登録を実施する。

このプログラムに参加し助成を受ける

ことを希望する学生は、必ず入学年度

の開始時にDESKに登録しなければな

らない。DESKは登録と助成金申請に

基づいて選考を行い、奨学助成金を交

付する。このプログラムに参加する学

生に対しては、研究テーマと進捗度に

応じて、主として研究に不可欠な資料

収集など調査活動を支援するために、

一人当たり年間最高80万円まで（2回

の助成合計）の助成をおこなっている。

対象となる学生は、東京大学大学院

に在籍する全ての学生であり、法律・

経済・社会科学などの方法論で現代

ヨーロッパについて研究している学生

とする。

このDIGESⅡの拡充のために、現

代ヨーロッパの大学院教育をこの計画

と密接に関連した専門分野で強化する

ことを目指して、客員の先生方をお招

きしている。平成15年度は国際基督教

大学教授植田隆子氏に欧州安全保障を

対象とする大学院演習を、甲南大学助

教授水島次郎氏に欧州比較政治学・オ

ランダ政治を対象とする大学院演習を

担当していただいた。植田隆子氏には

平成16年度も引き続き同演習を担当し

て頂く。また新たにフェリス女学院大

学助教授の上原良子氏を客員助教授と

してお招きし、欧州統合とフランス現

代政治についての演習を担当して頂く

（別掲自己紹介記事参照）。

この制度の詳細、登録書式などは

DESKのホームページを参照されたい。

森井裕一

（DESK運営委員・総合文化研究科

地域文化研究専攻）
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2003年9月27、28日

於：駒場キャンパス数理科学研究科棟

大講義室

9･11以後の世界を生きる者たちの前

に、カール・シュミットが繰り出した

言説がアクチュアリティを帯びて現れ

ている。「主権者とは例外状況について

決定するものをいう」（『政治神学』）、

「友と敵の区別のうちに政治的なものは

存する」（『政治的なものの概念』）――

これらの定式は、同時代の世界状況を

語るためのツールたりうるかのようで

ある。しかし単なるツールではなく、

武器にも似たなにかであると付け加え

なければならない。シュミットはまた

ナチのイデオローグでもあった。1888年

に生まれ、1985年に世を去った、20世紀

ドイツを代表する公法学者の名は、ひ

とつの武器庫――いつ暴発するともか

ぎらない――である。

この冷徹さと狡知を兼ね備えた知性

と対決すべく、去る2003年9月27日（土）、

28日（日）、数理科学研究科棟大講義室

にて、シンポジウム〈カール・シュミット

と現代 Zur Carl Schmitts〉

が開催された。プログラムは次のような

次第であった。

秩序
アレクサンダー・ガルシア・デュットマン

（ミドルセックス大学・哲学）

「決定と至高性＝主権」

田中純（東京大学・表象文化論）

「表象のイコノグラフィー――

シュミットとイメージ」

長尾龍一（日本大学・法哲学）

「カール・シュミットと終末論」

政治
ハラルド・クラインシュミット

（筑波大学、DESK客員教授・歴史学）

「カール・シュミット、

国際関係論の理論家」

柴田寿子（東京大学・相関社会科学）

「シュミットとスピノザ――

構成的権力論と反ユダヤ主義」

古賀敬太（大阪国際大学・政治思想）

「シュミットの正戦論批判再考」

例外
山田広昭（東京大学・言語情報科学）

「内戦――政治的絶対」

増田一夫（東京大学・地域文化研究）

「シュミットとアーレントの間」

ギル・アニジャール

（コロンビア大学・ヘブライ文学）

「法の外」

神話
臼井隆一郎（東京大学・言語情報科学）

「カール･シュミットとヨーハン・

ヤーコプ・バッハオーフェン」

トーマス・シェスタク

（フランクフルト大学・比較文学）

「名－乗る――カール･シュミット

における名の理論に向けて」

コメンテーター：

ガブリエレ・シュトゥンプ

（東京大学・ドイツ文学）

四部構成については、法学、政治学

の側からの再検討はもちろんのこと、

文学、現代思想からの関心をも反映さ

せるべく配慮がなされた。海外より招

聘した講演者も、哲学、ヘブライ文学、

比較文学などを専攻する中堅の学者で

あり、日本語、英語、フランス語、ド

イツ語が入り混じる（同時通訳をつと

めていただいた方々にはあらためてお

礼を申し上げる次第である）討議の場

となった。

各セッションを特徴づけていたのは、

第一部「秩序」では神学的構造への示

唆、第二部「政治」では、刻印された

歴史性への配慮、第三部「例外」（もっ

ともアクチュアルな）では、現代世界

を構成するさまざまな要素への注目、

第四部「神話」（非アクチュアルである

とはいわないまでも反アクチュアルで

あった）では、テクストを織り成す文

字群への拘泥、であった。シンポジウム

が総体として、ひとつの結論のような

ものに到達したわけでは決してなかっ

たが、講演者が各人各様のやりかたで

提示したのは、「シュミット」がよそお

うアクチュアリティ、ひいてはアクチュ

アリティ一般の条件を問いに付すよう

な「読み」であったという点において、

一致点を見出すことができるだろう。

幸いにもシンポジウムは多くの参加

者を得た。フロアーからの質疑等で、会

場が活気づけられたことをよろこびた

い。なお、シンポジウム報告書が近日中

に出版される予定である。シュミット・

ルネサンスにいささかなりとも寄与す

るところがあることを念じている。

臼井隆一郎

（DESK運営委員長、総合文化研究科

言語情報科学専攻）
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2003年11月7日

於：駒場キャンパス学際交流棟

学際交流ホール

2003年11月7－8日にかけて「東アジ

ア四大学フォーラム」が東京大学にて

開催された。東アジア四大学フォーラ

ムは、北京大学、ソウル大学校、ベト

ナム国家大学ハノイ校、東京大学の四

大学による知的交流の場である。1999

年秋に駒場で初めて開催されて以来、

2000年の北京会議、2001年のハノイ会

議、2002年のソウル会議を経るなかで、

研究と教育の両面にわたり、東アジア

四大学の協力の可能性を追求してき

た。2003年の東アジア四大学フォーラ

ムは再び東京に戻り、「もう一つの眼

で見る東アジア」をテーマに開催された。

この東アジア四大学フォーラムの枠

内でDESKによるシンポジウムも開催

された。東アジア四大学フォーラム全

5セッションのうち、DESKの企画に

より行われた第3セッション“The

Crisis of Europe － Implications and

Impacts”の内容は以下の通りである。

植田隆子

（国際基督教大学、DESK客員教授）

「ヨーロッパの危機－

そのインプリケーションと影響」

陳洪捷（北京大学教育学院）

「“ヨーロッパ・アイデンティティー”

の国際政治における

アクチュアリティー」

朴明圭（ソウル大学校）

「ヨーロッパ連合と国民国家：

東アジア的視点から」

Vu Duong Ninh

（ベトナム国家大学ハノイ校人文社会科学大学）

「EUの新アジア戦略と

ベトナムのASEM参加」

司会、コーディネーター：

森井 裕一（東京大学、DESK運営委員）

ディスカッサント：

上原 良子

（フェリス女学院大学、東京大学客員助教授）

水島 治郎（千葉大学、DESK客員助教授）

2003年11月8日

於：駒場キャンパス学際交流棟

学際交流ホール

東アジア各国の研究者が集う東ア

ジア四大学フォーラムを機に、DESK

は11月8日に独自のシンポジウム

“Cooperation History in Europe and

East Asia”を主催した。同シンポジ

ウムは、2001年12月以来、森井裕一助

教授を中心に進められてきた日韓の研

究者による研究協力の成果に基づいて

行われたものである。

張勳（大韓民国中央大学）

“Comparing incomparables?

Cooperation in East Asia and

Europe - Politics, Economy, and

Ideas”

森井 裕一（東京大学、DESK運営委員）

Germany and the Evolution of

European Cooperation 

李在勝（大韓民国外交安保院）

France and the Evolution of

European Cooperation

八谷まち子（九州大学）

One way to conquest a history:

Turkey, Greece and EU

（大韓民国外交安保院）

Korea and East Asian Cooperation

小川 有美（立教大学）

Irrational Sides of European

Governance?

栗栖 薫子（大阪大学）

Patterns of Regional Security

Cooperation: Cases in Europe and

East Asia

同研究グループは2003年19－20日に

九州大学で再び会合をもち、その際、

香港よりバプティスト大学の政治学者

丁偉教授がメンバーとして新たに加

わった。同研究グループの研究成果は、

張勳教授と森井助教授の編集により

“Cooperation Experiences in Europe

and Asia”としてまとめられ、2004年

春に信山社から発行された。

川喜田敦子

（DESK助手）
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2002年度に引き続き、2003年度も、

日独通訳者養成プログラムをDESKの

活動の一環として継続することができ

た。本プログラムは、昨年のDESK

NEWSLETTER（No.5）における報告

でも触れたように、二つの目標を掲げ

ている。一つは、実際に活動できる優

秀な日独両言語間の通訳者を養成する

ことであり、今ひとつは、実際の通訳

者養成教育を通して、通訳者養成に必

要なノウハウを蓄積し、今後の教育コ

ンセプトを作ってゆくことである。

その実現のために、教える側には

2003年度も、国内トップの日独会議通

訳者である桑折千恵子氏、四半世紀近

く欧州における日英独のトップ通訳者

として活躍してこられ国際会議通訳者

協会（AIIC）会員でもある吉村謙輔氏、

同じく日独通訳の第一人者である蔵原

順子氏という、これ以上望みようのな

い現役通訳者スタッフの協力を得て活

動を行なうことができた。またコース

参加者たちに関しては、独検1級レベ

ル以上の語学力を持った、既に時折会

議通訳や商談通訳をしている若手通訳

者たちやドイツ連邦共和国大使館の日

本人スタッフといったハイレベルの参

加者たちをコアに、他方で東京大学・

東京外国語大学などの学生・卒業生を

加えた混成チームとなっている。ちな

みに、これら学生たちにとって、本通

訳養成コースのレベルは当然ながら高

すぎて研修内容によってはときに「見

学」せざるを得ないことがあるものの、

ハイレベルのドイツ語教育でもある通

訳者養成コースから情報や刺激を得ら

れることは多く、また通訳者グループ

にとっても学生たちの率直な発言から

思いがけない視点や認識を得られると

いう点で、異なる集団の間の生産的な

「異文化間交流」にはさまざまなメ

リットがあったと思われる。むろん、

毎日授業を行なう通訳学校のような活

動をしているわけではない以上、各参

加者にとって本プログラムは、通訳者

をめざした研修の一つのきっかけ以上

のものではあり得ない。その意味で、

本通訳者養成コースは、参加者たちに

とっては自ら学ぶ上での学習法や自己

研鑽のやり方を身につける場であり、

われわれ教育スタッフにとっては何よ

り、通訳者養成教育を通して、通訳者

養成に必要なノウハウを蓄積し、通訳

者養成教育に必要な教育コンセプトを

練り上げ、さらには「よい通訳とは何か」

を総合的に検討する貴重な場となって

いるのである。

さて、2003年度の活動も、大きく２

つの柱から成り立っていた。一つは、

東京大学駒場キャンパスにおける毎月

最終日曜日（13時～18時）の例会であ

り、今ひとつは、夏と冬の年2回2泊3

日のブロックゼミナールである。合宿

参加者は、教員スタッフを加えて総勢

約30名程度となっている。毎月の例会

では、ときにドイツ大使館からの講演

者やドイツ語発音に関する専門家を招

いてレクチャーをお願いしたりするこ

ともあったが、基本的には日→独・独

→日の逐次通訳訓練を中心とする個別

訓練メニューを行なうことが多かった

ため、ここではブロックゼミナールに

ついて報告しておきたい。なお、この

ブロックゼミナールは、産業総合研究

所テクノ・グロースハウスのご厚意に

より同研究所で定期的に開催させてい

ただいているが、最先端技術の研究開

発で知られる産業総合研究所には、単

にすばらしいブースの備わった理想的

な研修会場をご提供いただいているの

みならず、毎回必ず講演者を手配して

ご講演もいただいており、テクノ・グ

ロースハウスおよびその職員の方々に

は、この場をお借りして心からの感謝

を申し述べさせていただきたい。内容

的に高度な専門的内容をある程度素人

向きにパラフレーズしてお話しいただ

く形のこれら講演は、自分が知らない

いかなる専門的内容をも通訳していか

なければならない通訳者をめざす訓練

生にとって、毎回、事前にいただく資料

や原稿の準備段階から、きわめてハー

ドではあるが絶好の訓練教材となって

いるのである。

さて、2003年度最初、通算第3回の

ブロックゼミナールは2003年8月29日

から31日の2泊3日で行なった。29日に

は、産業総合技術研究所の山本晋氏に

よる「地球温暖化のメカニズムと防止

技術の動向について」と題する正味１

時間ほどの講演を、まず参加者二人一

組で順番に逐次通訳し、講演後、長時

間かけてヴィデオによる訳出パフォー

マンスを逐一検討していった。翌30日

午前中には筑波大学教授でDESKの客

員教授でもあるHarald Kleinschmidt

氏よりKolonialismus und Europa（植

民地主義とヨーロッパ）と題する講演

を頂いた。これも二人一組で参加者が

独日の逐次通訳をしていったが、

Kleinschmidt氏には内々に、事前に頂

いていた原稿の読み方にさまざまな

ヴァリエーションを加えるようお願い

しておいたため、「忠実に原稿を読み

下すタイプ」から「原稿そっちのけで

日独通訳者養成
プログラムについて

日独通訳者養成プログラム：ブロックゼミナールの講師と参加者



自由に講演するタイプ」に至るさまざ

まな講演者に対する対応をも訓練する

ことができた。午後の通訳パフォーマ

ンス検討に際しては、同じく筑波大学

のHerrad Heselhaus氏による講演原

稿の詳細なテキスト分析をお願いし、

テキストへの注意深い観察と洞察が通

訳する上でいかに必要かを身を以て体

験することができた。さらに夜のプロ

グラムとしては、桑折千恵子氏より、

通訳準備に際して必要な情報収集・整

理のノウハウをレクチャー頂いた。

第4回ブロックゼミナールは2004年

1月10日（土）～12日（祝）の2泊3日

で開かれた。産総研からは産総研国際

部門のシニア・リサーチャー橋本佳三

氏より「産業総合研究所（AIST）日本

最大の公的研究機関の紹介 －若干の

日独交流エピソードをまじえて－」の

ご講演をいただき、いつものように深

夜までヴィデオをもとに通訳パフォー

マンスの検討を行なった。その他にも、

シュレーダー首相のイラク戦争に関連

した施政方針演説を題材にした「テキ

ストの表層的意味と意図との乖離」に

対する対処法の練習、また社会的市場

経済に関する講演を教材とした少人数

グループ毎での逐次通訳訓練を行い、

吉村謙輔氏からは「生き生きとした訳

の実現について」と題して、実際の逐

次通訳での訳出に関する実践的なレク

チャーをいただいた。

このように盛りだくさんのブロック

ゼミナールを中心とする日独通訳者養

成プログラムは、個々の参加者にとっ

て得難い研修機会となっている以上

に、通訳者養成に関する制度化が遅れ

ている日本のドイツ語教育にあって、

通訳教育に携わるわれわれ教員たちに

とって貴重な情報源となっている。通

訳者養成教育のプログラムを考え、高

度な実践的視点からドイツ語教育を考

え、また理想的な通訳・翻訳のあり方

を考えてゆく上で、得難い機会となっ

ているDESK日独通訳者養成コースに

ついては、今後もさらに継続・発展し、

そこで得られる知見を蓄積していずれ

何らかの形で少しずつ公開していける

よう、努力を続けてゆきたいと考えて

いる。

相澤啓一

（筑波大学助教授・東京大学非常勤講師）

2003年度夏学期

新入生を対象とする夏学期のチュー

トリアルでは、欧州各国の外交政策を

テーマに取り上げた。これまで扱って

きたEU東方拡大や欧州安全保障との

関連も考慮しつつ、EU内で中心的役

割を担っているドイツ・フランス・イ

ギリスを事例にあげ、さらに旧ユーゴ

スラヴィア地域の問題についても取り

組んだ。また、各国外交については、

より実践的な視点から議論を行なうた

めに、ドイツ、フランス、イギリスの

駐日外交官をゲストに招いて講演会を

開催した。以下、夏学期のチュートリ

アルについてそれぞれのテーマごとに

簡単に内容を紹介する。

旧ユーゴスラヴィア地域に関して

は、まず5月13日に、ボスニア紛争を

題材とした映画『ノー・マンズ・ラン

ド』を鑑賞し、紛争の背景や国連の役

割に関して考察した。そして6月17日

には、総合文化研究科国際社会学専攻

博士課程の河村弘祐氏が「旧ユーゴス

ラヴィア紛争とヨーロッパ安全保障秩

序」というタイトルで発表を行なった。

河村氏は、映画『ノー・マンズ・ラン

ド』の解説のほか、パワーポイントを

用いてユーゴスラヴィア連邦の歴史

と、西から東へ展開された旧ユーゴス

ラヴィア紛争の経緯を紹介した。そし

て、内政不干渉の原則と人道的介入の

論理という問題に焦点を当てながら、

国際的関与の問題について説明し、紛

争がヨーロッパ安全保障秩序に与えた

影響を分析した。発表後は参加者との

間で、旧ユーゴスラヴィア諸国の独立

の背景や、EU東方拡大の展望などに

ついて議論が重ねられた。

欧州各国の外交政策については、ま

ずフランスを取り上げた。5月20日、

駐日フランス大使館からF．フィエス

キ書記官を迎えて、フランス外交政策

に関する講演会を開催した。フィエス

キ氏はフランス外交史を概観するとと

もに、「独立した外交」と「国際協力」

という外交原則の特徴を、EU・

NATO・国連内でのフランスの役割

を事例にあげて解説した。また、国際

社会の一員として、国際舞台で軍縮・

人権問題などについて積極的提案を行

なうフランスの基本姿勢について紹介

した。続いてイラク戦争前後における

対米関係や、今後、国連の果たす役割

について語った。学生との議論では、

欧州各国の外務省レベルでの連携や、

「EUの将来に関するコンベンション」

（欧州協議会）での構造改革議論と欧

州憲法論議、「ヨーロッパはどこまで

か」という問題、NATOとフランス

の関係などがテーマに上がった。

フランス外交官講演を受けて、翌週

の5月27日、総合文化研究科国際社会

学専攻博士課程の吉田徹氏が「フラン

ス外交の現状と過去 ―『大西洋関係』

を中心として」をテーマに発表を行

なった。吉田氏はフランスの内政と外

交との相互関係を考慮しつつ、イラク

戦争反対の背景を分析し、さらに、冷

戦史における米欧関係とポスト冷戦期

のフランス基本外交方針について解説

した。また、フランスにおける反米感

情の系譜について触れ、イラク戦争後

の米仏関係を、ドイツ、イギリスとの

関係も視野に入れながら展望した。発

表後はフランスの労働運動や、中間団

体、日仏関係などについて、参加者と

の間で議論が展開された。

イギリスについては、まず6月3日に

総合文化研究科国際社会学専攻博士課

程の芝崎祐典氏が、イギリス外交史に

関する発表を行なった。芝崎氏は最初

に第2次世界大戦までのイギリス外交
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の伝統を、「帝国防衛」と「勢力均

衡」をキーワードに概観し、「バラ

ンサー」というイギリス外交の特徴

について詳説した。次に戦後イギリ

ス外交を、英連邦・米英関係・ヨー

ロッパという観点から、それぞれ個

別事例をあげながら分析し、最後に

ブレア政権の外交政策について解説

した。参加者との議論では、中東問

題、イギリス議会の特色、階級社会

などがテーマとなった。

翌週の6月10日、S．ブラウン書記

官を招いて、イギリス外交をテーマ

に英国外交官講演会を開催した。ブ

ラウン氏はまず、欧州や中東での紛

争を事例に、欧州共通外交安全保障

政策（CFSP）のこれまでの展開を

概観するとともに、欧州安全保障防

衛政策（ESDP）の進展について解

説した。次に、アメリカ偏重のNATO

が抱える諸問題について触れるとと

もに、EU・アメリカ関係における

イギリスの役割について説明した。

また、イラク戦争における米英関係

についても触れ、最後にイギリスの

視点からEU拡大に対する展望を

語った。講演後の学生との議論では、

EU改革論議から対米・対ロ関係、

コンゴ紛争、英連邦の現在、北朝鮮

問題、英国王室、ユーロ不参加に至

るまで、さまざまなテーマが取り上

げられ、活発な議論が展開された。

欧州各国外交においては、最後に

ドイツを取り上げ、6月24日にドイ

ツ大使館からF．ハルトマン書記官

を迎えて講演会「ドイツ外交と欧州

協議会」を開催した。ハルトマン氏

は、欧州統合とEU東方拡大におい

てドイツ外交が果たした役割を説明

するとともに、EU拡大を前に展開

されてきた欧州協議会でのEU構造

改革論議と欧州憲法論議を概観し

た。ここでは、絶対多数決の導入や、

「EU大統領」と「EU外相」の創設

などを事例にあげながら、欧州憲法

草案について詳細に解説し、ドイツ

の視点から草案に対する評価を行

なった。学生との議論においては、

コンゴPKO問題、統一ドイツの内政

問題、イラク戦争後の独米関係、旧

東欧諸国とドイツとの関係などをテ

ーマに議論が展開された。

夏学期最後のチュートリアルであ

る7月1日には、ドイツ外交官講演を

受けて、私がドイツ外交の解説を行

なった。ここではまず、東西ドイツ

の外交史を概説し、次にドイツ統一

過程における国際関係、そして統一

ドイツの外交政策について説明し

た。学生との議論では、東ドイツ時

代の経済社会状況、統一後の旧東西

ドイツ市民の相違、「68年世代」の

現在、連立与党「緑の党」の政策な

どがテーマにあがった。引き続いて、

今学期チュートリアルのまとめと最

終議論を行なった。ここでは、これ

までの講演・発表をもとに、ドイ

ツ・フランス・イギリスの各国外交

を比較分析するとともに、拡大EU

の抱える問題点についても議論が交

わされた。

2003年度冬学期

欧州各国の外交政策を重視した夏学

期の議論を受けて、冬学期のチュート

リアルでは、間近に迫ったEU東方

拡大を再び中心テーマに据えた。そ

れとともに、新たに「日中関係」や

「過去の克服」といった日本と関連

する個別テーマも取り上げ、専門家

による講演会と院生報告を行なった。

EU関連では、まず全体のイント

ロダクションとして11月7日に総合

文化研究科国際社会学専攻博士課程

の岡部みどり氏が、EUの制度につ

いて報告を行なった。外務省専門調

査員としてルクセンブルクに滞在し

た経験をもつ岡部氏は、欧州統合を

国際関係論および政治学の視点から

理論的に分析すると同時に、今日に

至るまでの統合の経緯を詳説した。

さらに、EUの機構についてわかり

やすく紹介するとともに、現地での

体験も交えながら、欧州における外

交・安保・防衛政策の発展や憲法条

約、今後の展望といった、最新の

EU事情について解説を行なった。

翌週の11月11日には、拡大する

EUの現状をさらに深く議論するた

め、駐日欧州委員会代表部からC．

ケイザー参事官を招いて、「EUの現

在 ― 欧州共通外交安全保障政策

（CFSP）を中心に」をテーマに討論

会を開催した。パワーポイントを用

いたケイザー氏のプレゼンテーショ

ンでは、EUに関する数多くの最新

資料が紹介された。昨年チュートリ

アルでCFSPの現状に関して講演を

行なったケイザー氏は、まず前回の

復習も兼ねてCFSP発展プロセスを

概説した。続いて議長国制度や

CFSP上級代表、欧州委員会の役割

といった制度面の現状について触

れ、さらに日本でも話題となってい

るEU憲法草案を紹介した。学生との

議論においては、拡大EUの展望や、

日本とEUの今後の関係について、現

場の視点からコメントを行なった。

冬学期はさらに、EU東方拡大の

事例研究としてハンガリーを取り上

げ、11月18日にハンガリー大使館書

記官J．ルカーチ氏による講演会

「ハンガリーとEU」を開催した。ル

カーチ氏はまず、共産主義時代のハ

ンガリー事情を紹介し、次に冷戦後

のハンガリー政治経済、外交につい

て概説した。そしてテーマはNATO

加盟後の安全保障政策、EU加盟に

向けての具体的政策に移り、ハンガ
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講演会「日本の外交と安全保障」
（R.ドリフテ氏）

セルビア・モンテネグロ外交官講演
（S.プロシッチ氏）

ハンガリー外交官講演（J.ルカーチ氏）



リーの視点から拡大EUの展望につい

て語った。プレンゼンテーション後の

学生との議論では、EU加盟のメリッ

ト、日本との経済的関係、環境面での

課題、周辺諸国におけるハンガリー系

マイノリティーの問題、ロマ人問題、

ハンガリー国内でのEU拡大への反応

などがテーマにあがった。

EU東方拡大の個別事例として、今

回さらにセルビア・モンテネグロを

扱った。まず、12月9日、総合文化研

究科地域文化研究専攻博士課程の山崎

信一氏が、ユーゴスラヴィアの歴史か

ら解体、紛争そして紛争後の各国事情、

さらに、セルビア・モンテネグロの最

新事情に関する報告を行なった。ここ

では学部生・院生の参加のもと、旧

ユーゴスラヴィア地域の政治社会と今

後の展望に関して活発な議論が展開さ

れた。

翌週の12月16日には、セルビア・モ

ンテネグロ大使館からS．プロシッチ

参事官を招いて、セルビア・モンテネ

グロ事情に関する講演会を実施した。

プロシッチ氏はまずセルビア・モンテ

ネグロの政治システムを概説するとと

もに、外交方針、国際機構への加盟の

背景を紹介し、さらに民営化プロセス

に関して詳説した。続いて対EU関係

に焦点を当て、2003年6月テッサロニ

キ欧州理事会や、EUのバルカン諸国

に対する「安定化・連合プロセス」に

ついて解説し、セルビア・モンテネグ

ロのEU加盟の展望について語った。

講演後も、経済問題や周辺諸国との関

係などを中心に、学生との間で活発な

議論が繰り広げられた。

このほかにも冬学期は、日本関連の

個別講演会として、ニューキャッスル

大学R．ドリフテ氏による講演「日本

の外交と安全保障 ― 日中関係を中心

に」（10月28日）および、総合文化研

究科地域文化研究専攻博士課程の増田

好純氏と同修士課程の柳原伸洋氏によ

る報告「日独における『過去の克服』」

（12月2日）を開催した。日本研究者で

あるドリフテ氏の講演では、「非伝統

的安全保障」がキーワードとしてかか

げられるとともに、日中関係における

問題点として国境を越えた環境問題

や、中国からの合法的・非合法的移民

の増加、日本における外国人犯罪、そ

して日中のメディア報道の問題が取り

上げられ、専門家の視点から分析が加

えられた。

一方、増田氏・柳原氏は、ドイツ・

ハレ大学歴史講座「ナショナルアイデ

ンティティと過去の克服」（11月7日～

18日）の参加報告を行なった。まず増

田氏が、日独の学生が参加した同講座

の概要を説明し、さらに戦後の日独に

おける「過去の克服」論議を歴史学の

視点から比較分析した。続いて、柳原

氏がブーヘンヴァルト見学、ベルリン

訪問、「国防軍の犯罪展」見学といっ

た、同講座プログラムの詳細について、

写真資料を紹介しながら説明し、日独

参加者の間での議論を総括した。

以上のように、2003年度は欧州各国

政治から、EU東方拡大に関する最新

事情、日中関係、そして「過去の克服」

に至るまで、幅広いテーマについて活

発な議論を展開した。従来行なってき

た英語による欧州外交官講演を継続す

るとともに、各講演のテーマについて

日本語で解説する院生報告の数を増や

すことによって、よりわかりやすい

チュートリアルが実施できたと自負

する。

井関正久

（中央大学法学部専任講師・

前DESK助手）
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フランス外交官講演（F.フィエスキ氏）

イギリス外交官講演（S.ブラウン氏）



はじめに

今回、2003年度DESK助成金を受け、

2004年2月8日から約20日間フランスに

滞在し、2004年12月提出予定の修士論

文のための資料収集、及び諸調査を行っ

た。私の研究テーマは、フランスにお

いて「ピエ・ノワール（Pieds-Noirs）」

と呼ばれるアルジェリア出身のフラン

ス人の記憶についてである。ピエ・ノ

ワールに関する研究には、アルジェリ

ア戦争や、アルジェリア独立に際して

のエクソード（“Exode”－集団脱出）

に関するものが多いように思われる

が、現存する、筆者の知るピエ・ノワー

ルの組織は、食や大衆文化などを含む

「フランスのアルジェリア」時代の日

常生活的なものの記憶の存続、その文

化の伝播をその活動の大きな目的の

1つとしている。また、「フランスのア

ルジェリア」時代の地方や学校ごとの

同人会的な組織も多く存在する。この

ような背景を踏まえ、今回は特に、独立

以前のアルジェリア、すなわち「フラン

スのアルジェリア 」

の日常に関する彼らの記憶についての

資・史料収集と調査を目的として、現

地に赴いた。

（1）エクス=アン=プロヴァンスに

おける資料収集

南仏プロヴァンス地方、ブーシュ＝

デュ＝ローヌ県（ ）

の古都、エクス＝アン＝プロヴァンス

（Aix-en-Provence）にはフランスの旧

植民地や北アフリカ（マグレブ）につ

いての情報が集まっているといってよ

いだろう。今回主に資料収集に訪れた

CDHAのほかに、CAOM（le Centre

des Archives d’Outre-Mer－「フランス

のアルジェリア」とフランス植民地の

歴史に関する古文書・記録資料を扱う）、

IREMAM（Institut de Recherches et 

d’Etudes sur le Monde Arabe et

Musulman－アラブ・イスラム世界研

究所）などといった機関もエクスに置

かれている。

エクス＝アン＝プロヴァンスでは、

日本で事前に作成した文献リストを

手に、まず「ヴァン・デュ・スュッド」

（“Vents du Sud”）という書店に赴い

た。前回の調査時（2002年）にIRE

MAMを訪問した時に紹介されたこの

書店は、前訪問時には、ピエ・ノワー

ルの歴史、「フランスのアルジェリア」

の歴史などについての文献を、他の書

店にくらべて多数有していたのに加

え、ピエ・ノワールであるという老婦

人が働いていた。しかし、今回第1日目

には、探していた文献を1冊も見つけ

ることができず、老婦人にも会うこと

ができなかった。また他にも2つの

書店をまわったが、いずれにおいても

ピエ・ノワール関連の本を見つけるこ

とはできなかった。

エクス滞在第2日目からは、毎日

CDHAを訪問し、資料の収集を試みた。

CDHAとはCentre de Documentation 

の略称であり、

アルジェリアに関する資料を扱ってい

る資・史料館である。エクスのTubingen

通りに位置し、月曜日から金曜日の朝

10時から夕方6時まで開館し、誰でも

その図書館を利用できる。CDHAはま

たマルセイユにもある。こちらは、資

料にかかれていた開館時間内に一度訪

問したが、閉館していて、中に入るこ

とができなかった。外観からの判断で

はあるが、エクスのCDHAにくらべ規

模が小さいようであった。現地で入手

した資料によれば、CDHAは、自らが

所有する1962年以前のアルジェリアに

関する資料を安全に保管したいと考え

た、多くのアルジェリアからの「帰還

者」たち（ ）の声に

応えて、1974年に設立された。よって、

CDHAは主に、フランス統治下のアル

ジェリア、すなわち「フランスのアル

ジェリア 」と呼ばれ

る期間と、それ以前のアルジェリアにつ

いての資・史料、文献を主に扱っている。

エクスのCDHAは、1つの大きな部

屋になっており、入って正面の中央に

二つの机が並べられ、男性一人、女性

一人が働いていた。部屋にはいると、

女性が簡単に資料の種類と保管場所を

説明してくれ、後は自由に閲覧・コピー

が可能であった。机をはさんで、向かっ

て右側に、様々な種類の文献、左側手

前にコピー機が一台と新聞・雑誌・機

関紙の類、地図、ポストカードなどが

置いてあり、左側奥に貸し出し用の文

献と訪問者用の5、6人分の机と椅子が

まとめて設置されていた。文献は、大

きく、経済関係、農業関係、法律関係、

軍事関係、教育関係、住居関係、医療関

係、通信関係、交通関係、習慣・衣服関

係、食料・料理関係、寓話・俚諺の類、

辞書類（「アルジェリアのフランス」語、

アラビア語、ヘブライ語）、地質学、気

候学、水理学、植物学、動物学、薬学、

眼科学、婦人科学、水工学、航空関係、

芸術、音楽関係、小説・回想録の類、地

図、歴史書、論文類などに分類されて

おり、それがさらに細かく分類されて

いた（例えば、農業は畑作、森林、牧畜、

酪農、養蜂、ワイン醸造、オリーブ栽培

等、教育は、一般教育、農業教育、成人

教育、講義ノート、高等教育等）。特に

多かったのは、農業関係、交通・通信

関係、医療関係、教育関係であった。こ

のことは、アルジェリアにおける教育、

医療、農業における発展、インフラの

開発などにおけるフランスの影響とそ

れらに対する多くのピエ・ノワールの

関わり、意識の高さと無関係ではない

だろう。

筆者が探していた、回想録、記憶関

係の文献も多数おいてあったので、内

容を確認し、必要箇所をコピーした。

貸し出し用の文献には最近の出版物が

多く、アルジェリア戦争に関する文献

も多く並べられていた。機関紙や新聞

の類も充実しており、その中に、筆者

が論文で扱いたいと考える団体の機関

誌（年4回発行）が初版から最新版まで

置いてあった。時間的、金銭的理由に

より、その全てをコピーすることは不

可能であったので、内容を吟味し、初

版と、論文で参考になると思われる記

事が載っているもの、また、過去2年間

に発行されたもののうち筆者が現在所

有していない部に限定してコピーを

とった。また、この団体が行うイベント

のパンフレットなどのコピーをとるこ

ともできた。なお、コピーはA41枚に

つき0.15ユーロ（約21円）、A31枚につき

0.20ユーロ（約28円）であった。コピー

代は最後に枚数を自己申告し、上述し

たデスクで支払うが、大量のコピーと

なったこともあり、毎回少しずつディ

スカウントをしていただいた。
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CDHAには4日間、大体午後12時過

ぎから閉館までいたが、訪問する人は

多くなく、筆者の訪問中は、全部で10

人程の訪問者があっただけであった。

またその殆どが、年配の男性であり、

デスクの男性と親しげに話す人も多

かった。

週の後半に、前述の書店「ヴァン・

デュ・スュッド」をもう一度訪れた。

この時、2002年の調査で出会った、ピ

エ・ノワールであるマダム・ラゼルジュ

という老婦人に会うことができた。彼

女は筆者を覚えていてくれ、筆者の研

究のテーマについて話すと、参考にな

るであろう本のリストを作成してく

れ、後に注文を受けてくれるとのこと

であった。また、彼女がこの書店の創

立者であること、この書店がもともと

は彼女がアルジェで開いていた書店を

母体とすること、また、彼女がその功

績からレジオン・ドヌール勲章騎士賞

（ ）を含

む2つの騎士章受勲者であることも今

回の調査で知ることができた。さらに、

そのことを教えてくれた若い女性店員

ローラは、マダム・ラゼルジュの生い立

ちや書店の歴史についての5ページ程

の記述をコピーしてくれた。ピエ・ノ

ワールというのは、通常アルジェリア独

立の際フランスに帰還した人々を指す

が、マダム・ラゼルジュはアルジェリ

ア独立後もアルジェリアに残り、70年

代までとどまったため、正確にはピ

エ・ノワール（「黒い足」という意味）

ではなく、ピエ・ヴェール（「緑の足」

という意味）と呼ばれる人たちの一人

である。マダムは、ピエ・ノワールとピ

エ・ヴェールの人々とでは、つまり、

アルジェリア独立後にアルジェリアを

出た人々と残った人々とでは、「フラ

ンスのアルジェリア」に対する考え方

が異なるし、一口にピエ・ノワール、ピ

エ・ヴェールといっても様々な考え方

が存在することを、研究を進めていく

中で忘れないようにと筆者に忠告して

くれた。

（2）エキシビション

“Parlez-Moi d’Alger”の見学

去年2003年はフランスにおけるア

ルジェリア年であった。エクスに滞在

中に、その一環として“Parlez-Moi 

d’Alger”というアルジェとマルセイユ

の関係についてのエキシビションが、

今年の3月までマルセイユ（Marseille）

で開催されていることを知り、2度見

学に訪れた。エクスからマルセイユま

では、列車ももちろん出ているが、約5

分おきに出ている高速バスで約20分程

の距離であり、これを利用した。この

展示会は、マルセイユの旧港（Vieux

Port）近くにあるサン・ジャン要塞

（Fort St-Jean）で開かれており、1つの

部屋で、アルジェとマルセイユの関係

史を追ったドキュメンタリーと、アル

ジェリアの美術についてのビデオが繰

り返し上映され、隣接した4階建の建

物で、アルジェとマルセイユの関係や

その類似点と相違点などをテーマに、

1階ごとに写真やポスター、美術品な

どが展示されていた。最上階である4階

の部屋での展示を見終えると、さらに

屋上にあがって外にでることができ、

マルセイユの市街と、アフリカ大陸に

続く地中海が見渡せるようになってい

た。マルセイユは多くのピエ・ノワー

ルたちにとって、1962年のアルジェリ

ア独立に伴うエクソードの際に初めて

踏んだフランス本土の地でもある。ビ

デオではエクソードの実際の様子もみ

ることができた。また、展示からは、ア

ルジェとマルセイユの雰囲気の類似性

などを感じ取ることができ、「フラン

スのアルジェリア」の日常生活とピ

エ・ノワールたちのノスタルジアを扱

いたいと考えていた筆者にとって、こ

の小さな展示会への訪問は興味深いも

のであった。

（3）ナルボンヌでの調査

ナルボンヌ（Narbonne）には、筆者

の研究対象でもある、ピエ・ノワール

の団体の1つ「セルクル・アルジェリ

アニスト（ ）の事務

所がある。セルクル・アルジェリアニ

ストは、1973年に発足したピエ・ノワー

ルの団体の1つであり、フランス全土

に、30以上の事務所をもつ。その活動

目的は、機関紙の発行、コンフェレン

ス・映画祭の開催等を通して、フラン

スのアルジェリアとそれ以前のアルジェ

リアの歴史と文化を伝播していくこと

である。

ナルボンヌはエクス＝アン＝プロヴァ

ンスから列車で2時間弱ほど地中海沿

いを南西に行ったところにある、ラン

グドック＝ルシヨン地方（Languedoc-

Roussiillon）、オード県（Aude）の町で

ある。ナルボンヌには1週間滞在した。

駅につくと、セルクルのメンバーで

あり、前回の調査で知り合いその後も

Eメールなどで連絡を取り合っていた

ミッシェルが車で迎えにきてくれてい

た。彼女は、滞在用にとってくれてい

たホテルまで筆者を送ってくれ、その

夜は彼女の家に招かれた。彼女自身は

ピエ・ノワールではないが、彼女の夫

であり、ナルボンヌ大学の教授でもあ

るセルジュはピエ・ノワールであり、

夕食を囲んで3人で話すことができた。

翌日から、毎日セルクルの事務所に

通い、様々な資料を見せてもらい、メ

ンバーに質問等に答えてもらった。セ

ルクル・アルジェリアニスト、ナルボ

ンヌ事務所は、3ヶ月ごとに発行され

るその機関紙「ラルジェリアニスト

（ ）」の編集部でもあり、

所長であるパラ氏をはじめ、50代から

70代の10人ほどのメンバーがその編集

にあたっている。「ラルジェリアニス

ト」の次号の発行が翌3月であったこ

ともあり、メンバーたちは皆忙しそう

であったが、それにも関わらず、筆者

のつたないフランス語にも辛抱づよ

く、必要な資料はないか、質問はない

か、と各メンバーが常に気遣ってくれ

た。大体朝の9時半頃からメンバーが

集まりだし、11時近くに仕事を一度中

断し、二人の秘書も含んだそこにいる

全員でコーヒーを飲みながら談笑す

る。その後それぞれが記事の候補を読

んだり、あがってきた原稿の校正を続

け、午後の早い時間には帰宅するメン

バーが多かった。筆者も毎朝9時半に

は事務所に赴き、図書室でメンバーた

ちと共に、コピーしてもらった資料を

読んだり、図書を閲覧したりした。

彼らはお互いにとても親切でフレンド

リーであり、ブレイク中はもちろん、

仕事中も笑い声が絶えなかった。二人

の秘書を除いて、所長のパラ氏を含む

彼らの全員がボランティアであり、毎

日は会うことができないメンバーもい

たが、筆者の世話にあたってくれた、

セルクルの顧問であるナズ氏、所長の

パラ氏にはインタビューに応じてもら

うことができ、彼らの、「フランスのア

ルジェリア」に対する感情や、そこで

の日常生活について、またセルクルの

目的や活動等について聞くことができ

た。それは、コンフェレンスの冊子や、

記事候補の中の回想録等、他所では得
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1. はじめに

この度、ドイツ・ヨーロッパ研究室

DESKから助成金を支給され、7月24日

から9月5日まで、約一ヵ月半にわたっ

てドイツとポーランドに滞在し、博士

論文のための資料収集および研究者訪

問を行った。

私の研究テーマは、「ドイツ連邦共和

国におけるポーランド亡命・移民文学」

である。とくに、1989年のポーランド

共産主義体制崩壊以後、｢亡命作家｣と

いうアイデンティティを失ったポーラ

ンド人作家が、作品のテーマをどのよ

うに変えたかという問題を論じる。そ

もそも、亡命文学とは、政治的な理由

で故郷を去らなければならなかった

人々が、祖国の人に向けて書いた文学

である。1989年以降は、「亡命」という

現象の衰退と共に、亡命文学も衰退し、

様々なアイデンティティを持つ移民作

家らによる「移民文学」が始まった。

ドイツ連邦共和国には、70年代以降、

ポーランド人民共和国から経済的理由

による移民が大量に流入した。移民の

多くは移住先の新しい環境へ早く同化

しようと試みた。そのせいで、ドイツ

のポーランド人コミュニティにおける

亡命作家の政治的・文化的役割は、そ

の他の亡命地に比べて、かなり限定さ

れることとなった。ドイツのポーラン

ド亡命作家の中には、70年代には、創

作言語を変え、ドイツ人読者のために

ドイツ語で書く者が現れ、80年代には、

若い世代のポーランド移民の生活にお

けるネガティヴな面を書く者が現れた。

私は、70年代から80年代のドイツのポー

ランド亡命文学を、ポーランド移民文

学の「先駆け」として位置づけたいと

考えている。

今回の渡航の目的は、上記のテーマ

で研究を進める上で必要な資料を収集

し、ドイツやポーランドにおけるこの

分野の研究者を訪問することであった。

とくに、私は今回、博士論文執筆に不

可欠と思われるドイツ留学を実現する

ために、自分の研究計画をドイツやポー

ランドの研究者に見せ、助言をいただ

きたいと考えていた。

2. 成果報告

資料収集は、以下の図書館および公

共施設で行った。ドイツでは、ベルリ

ン国立図書館、ベルリン自由大学社会

学科・ドイツ語学科図書館、フンボル

ト大学図書館、フンボルト大学スラブ

学科図書館、ベルリンのポーランド・イン

スティトゥートInsitut Polski w Berlinie

の図書館、ベルリン州政府外国人局Die 

ライプ

ツィヒ大学図書館、ブレーメン大学ス

ラブ学科図書館、ヨーロッパ大学ヴィ

アドリナの大学図書館で、ポーランド

では、ワルシャワ国立図書館、ワルシャ

ワ大学図書館で行った。9月上旬に帰国

しなければならない事情が生じたため

に、出発以前に予定していたドイツ在

住のポーランド人作家を訪ねる時間的

余裕はなかった。さらに、ワルシャワ

のポーランド科学アカデミーPolska

Akademia Nauk（PAN）の図書館は、夏

期休暇中だったので、資料を集めること

ができなかった。

ベルリンでは、ポーランド人失敗者

クラブで行われたドイツ人作家パッペ

ンフスBernt Papenfu の朗読会や、8月

末に始まった「ドイツ＝ポーランド文化

週間」Die Deutsch-Polnische Kulturtage

に足を運んだ。

集めた資料のうち、とりわけ重要と思

われるのは、ライプツィヒ大学スラブ学

科でポーランド移民文学研究の第一人

者であるトレプテ氏Dr. Hans-Christian

Trepteによる論文や随筆である。それ

らは、事前に入手していた氏の出版刊行

物のリストをもとに収集した。氏が関

心を持っておられる分野は広く、必ず

しも亡命・移民文学に限らないが、「創

作言語の切り替えとアイデンティティ

の問題」についての論文がいくつかあ

り、非常に興味深かった。

また、ポーランド・ドイツ文学に関わ

らず、「国境によって区切られない文学」

「超国家的な文学」というテーマで研究

した論文を入手することに力を注いだ。

テーマは違っても、自分の研究テーマ

と共通の視点を持った論文から、学ぶ

べきものがあると考えたからである。

ベルリンのポーランド・インスティ

トゥートでは、何人かのドイツ在住の

ポーランド人作家の文学作品や随筆を

入手した。その他、ベルリン州政府外

国人局では、ベルリン在住のポーラン

ド人の社会・文化活動を報告するパン
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詳しい説明を伺うことができた。

クラクフでは、『亡命地におけるポー

ランド人作家小事典』

の著者

を訪ねたかったが、その希望は叶わな

かった。しかし、クラクフで偶然知り合

った、ワルシャワ大学史学科の教授ツェ

ギェルスキ氏Tadeusz Cegielskiを通じ

て、ポーランド人亡命作家であり、ス

テッティン大学Stettin（Szczecin）スラ

ブ学科の教授シャルガ氏Prof. Dr.

Leszek Szarugaとコンタクトがとれた。

時間の都合が合わず、シャルガ氏を直

接訪ねることはできなかったが、電話と

メールで私の研究計画についてのコメ

ントをいただくことができた。

予定していたことでいくつか達成で

きないこともあったが、全体的には、

（滞在期間は、予定よりほぼ2週間も短縮

されたにもかかわらず）充実した一ヵ月

半だった。ドイツに行ってから、今回の

渡航の目的を、資料収集とドイツ人の

研究者との接触に絞ったことは、9月末

に提出する研究計画を充実させる点に

おいて、賢明な判断だったと思う。ド

イツ人・ポーランド人合わせて5人の研

究者からの助言を通じて、渡航前はま

だ漠然としていた今後の研究内容が、

かなり具体化した。

4. おわりに

ポーランドではハプニングが重なっ

て、予定を大幅に変更した。例えば、

ワルシャワでは、渡航前に予定してい

た隔週誌「移民新聞」をコピーするの

は断念し、かわりにポーランド亡命文

学研究の動向を調査することに主眼を

置いた。というのも、ドイツの研究者

の間では、「創作言語の切り替え」とい

う要点が欠かせず、「今日の他民族的な

ドイツ文学におけるポーランド移民文

学」というテーマが注目されるのに対

し、ポーランドでは、（ポーランド亡命

文学についての研究が膨大な数あるも

のの、）体制転換後のポーランド移民文

学についての研究は非常に乏しく、と

くに「創作言語の切り替え」といった

問題は全くと言っていいほど注目され

ていない、という印象を持ったからで

ある。今の段階ではまだ断定はできな

いが、ポーランドでは、｢創作言語の切

り替え｣は「文学的同化」というネガ

ティヴなイメージが強い上、ドイツの

ポーランド亡命文学は、ポーランド亡

命文学全体から見れば末端に過ぎない

という認識が優勢であるようだ。だか

ら、私の研究テーマである「1989年以

降のドイツにおけるポーランド移民文

学」は、ポーランド人研究者を多少な

りとも躊躇させてしまうのかもしれな

い。しかし、実際には、たとえ創作言

語をドイツ語に変えても、ポーランド

を題材に執筆する作家は多く、必ずし

も｢同化｣という理解はふさわしくない。

このテーマで博士論文を書くには、や

はりドイツへの留学が不可欠であると

感じた。

井上暁子

（大学院総合文化研究科

地域文化研究専攻博士課程）

フレットを得た。このパンフレットは

毎年作り変えられるので、最新の情報

を得ることができる。

3. 研究者とのコンタクト

ドイツの研究者とのアポイントメン

トは渡航前に取れていたため、問題な

く訪問することができた。まず、8月上

旬ベルリンのフンボルト大学スラブ学

科の教授オルショフスキ氏Prof. Dr.

Olshowskyを訪ねた。オルショフスキ

氏は、私の研究計画書について助言し、

さらに、私が2004年度ドイツ学術交流会

（DAAD）奨学金を得た場合、指導を引き

受けるという約束をして下さった。

ライプツィヒ大学スラブ学科のトレ

プテ氏は、私の研究テーマに強い関心

を示し、私がドイツへ留学できた場合、

ライプツィヒ大学のプロジェクト

「19・20世紀の中東欧における国民文学

と社会変化」へ参加することを勧めて

くださった。

ブレーメン大学スラブ学科の教授シュ

ロット氏Prof. Dr. Wolfgang Schlottは、

ブレーメン大学スラブ学科で行われて

いるプロジェクト「1990年以降の東欧

移民のドイツ語による文学」について

話し、私の研究計画についても助言し

て下さった。さらに、ブレーメン大学

スラブ学科に収められたポーランド亡

命文学・地下出版の蔵書を見せてくだ

さった。また、そのプロジェクトに参

加しておられる、文学社会学者ウフェ

ルマン氏Dr. Dirk Uffelmannに私を紹

介してくださった。ウフェルマン氏か

らは、そのプロジェクトについてより
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1. 調査旅行の目的
このたびの調査旅行では、ワイマール

時代末期に活躍した近代フォトジャー

ナリズムの先駆者エーリッヒ・ザロモン

（1886-1944）の仕事、および当時のドイ

ツのジャーナリズム状況をテーマとし

た論文執筆のための資料調査と、何人

かの専門家に会い、調査研究のための

助言を得ることを目的としていた。

2. 図書館での文献調査
2.1 調査場所

ザロモンの残したオリジナルネガや

ヴィンテージプリントの調査のため、

昨年12月に助成金の交付が決まってか

らBerlinische Galerieと連絡を取りあっ

ていた。各部門の担当者によって回答

が異なり、閲覧可能な資料がわからな

いまま現地入りしたところ、今年秋の

移転準備のためザロモン関係の資料は

すべてすでに梱包済みで、彼の遺品調

査は不可能ということが判明した。こ

の調査はザロモンに関する研究におい

て不可欠であるので、今後、また機会

を得て行いたいと考えている。

そこで今回の調査旅行では、国立図書館

（Staatsbibliothek, Haus 1: Potsdamer 

, Haus 2: Unter den Linden,

Zeitungsabteilung: Westhafen

の3箇所）、およびKulturforumにある

Kunstbibliothekでの資料調査を行った。

そこで、ザロモン個人に関する文献と、

できるだけ同時代の資料、特に新聞・

雑誌にあたって、1920年代から30年代

初めにおけるフォトジャーナリズムの

状況、写真の使われ方、メディアとし

ての認知状況、および同時代にドイツ

で活躍した他のフォトジャーナリスト

まで、広い範囲を視野に入れて調査した。

2.2 グラフ誌の検討
Berliner Illustrierte Zeitung（以下

BIZと省略）をはじめとするグラフ誌に

ついては、1920年から33年に刊行された

もので、ベルリンの国立図書館で閲覧可

能なものすべてに目を通した。この時

期におけるドイツのグラフ誌の発展こ

そが、近代フォトジャーナリズムの始

まりであったという写真史上の通説を

確認するのが目的であった。

実際にみてみると、写真のスペース

が年を追うごとに増えていること、は

じめは関係者の肖像写真ばかりであっ

た写真が、自然な様子を捉えたスナッ

プ的なものへと変わっていったことが

わかる。全体に、連載小説のページを

除いては、写真ばかりが大きく掲載され

ており、記事といえるほどのテクストは

ごくわずかである。写真にタイトルを

少し詳しくした程度のわずかなキャプ

ションをつけただけで、まとまったテ

クストの記事がついていない場合も多

かった。写真のすぐ横にあるテクスト

が、別のトピックのものである場合も

多く、総じて大変見づらい体裁であっ

たことが確認できた。

2.3 K.コルフの手記および同時代に
おけるフォトジャーナリズムに
関する文献

BIZを発行していたベルリンの大手

出版社ウルシュタインが創立50周年を

記念して1927年に出した本に、BIZの

編集長クルト・コルフがBIZの歴史を

書いた手記は、当時のBIZの特徴を表

しているとしてよく引用されるテクス

トであるが、これを実際のグラフ誌と

照合、検討を行った。

それとともに1900年から1933年まで

の間に出版されたフォトジャーナリズ

ムに関する文献を探索し、検討した。

これらは主に、現役のフォトジャーナ

リストによる、フォトジャーナリスト

を目指す人への手引書である。したがっ

て技術的な内容が多いのだが、これら

の文献から、1925年あたり、すなわち

ザロモン登場以前に、ザロモンが撮っ

ていたような写真を撮ることが技術的

に可能であったこと、そうした写真が

求められていたことがわかる。

コルフの手記と、これらの手引書から、

1928年にザロモンが法廷での隠し撮り

写真によって華々しくデビューする以

前にも、彼の撮ったようないわゆる「隠

し撮り」写真の需要が、20年代を通じて

潜在的にあったことがわかった。

また、グラフ誌には娯楽的要素が強

く、時事的・社会的な報道の要素はき

わめて少なかったことが改めて確認で

きた。1928年にザロモンが撮影した国

際連盟会議の写真が掲載されるまでは、

政治をテーマとした写真はごく小さい

ものしか掲載されておらず、スポーツ

やファッションの報道が誌面の中心を

なしている。また、政治をテーマとし

Page １４

エーリッヒ・ザロモンとドイツ
のジャーナリズム状況に関する
研究調査

Stra e�



た写真が掲載されても、それに関して

記事らしい体裁のテクストが付与され

ていないケースがきわめて多いことが

確認できた。

これらのグラフ誌を発行していた編

集者達が、1933年以降アメリカに亡命

し、伝説的なグラフ誌Lifeなどの創立

に関わることになるが、20年代のBIZ

と、それを手本として作られたといわ

れている後年のLifeとでは、扱うテー

マやレイアウトの質などに大きな開き

があることがわかった。

2.4  一般紙とグラフ誌の報道の比較
さらに、ザロモンの仕事の中でも特

に目立っている国際連盟会議やハーグ

会議の報道については、比較のためい

くつかの一般紙（BZ am Mittag, Deutsche

Allgemeine Zeitungなど）も検討した。

各紙ごとにも報道の質に差があるもの

の、週1回発行のグラフ誌に比べ、出来

事の背景などについて詳しい報道がな

されている。また、あまり写真が掲載さ

れない一般紙のなかにも、ザロモンの写

真が使われているものが確認できた。

ザロモンについての先行研究のなか

に、彼の写真が使われた新聞および雑

誌記事のリストがあるが、今回の調査

で、当時のグラフ誌、一般紙のなかに、

このリストに掲載されていないザロモ

ンによる写真が使われた記事が数多く

見つかった。今後、今回の調査に基づ

いてこのリストを補完していく必要が

あることがわかった。

2.5 同時代の他のフォトジャーナリスト
フェリックス・マンやティム・ギダ

ルなど、ザロモンと同時代にドイツで

フォトジャーナリストとして活躍して

いた人物についての文献も集めた。な

かには、ギダルの著書のように、ドイ

ツのフォトジャーナリズムを振り返っ

て第二次大戦後に書かれたものもある。

これらの著作もこれから分析する予定

である。

2.6 同時代の写真の状況
作品としての完成度の高い写真を集

めた年鑑Das deutsche Lichtbildを1920

年から1933年まで年代順に検討した。ま

た、同時代の広告やデザインを扱った雑

誌Gebrauchsgrafikにも目を通した。

3. 専門家の助言
まず、指導教官の紹介で、ワイマー

ル時代の教育史を研究しているフンボ

ルト大学のDr. Gerhard Kluchertに面

会し、ワイマール時代の社会的・文化

的背景について、有益な助言をいただ

いた。

また、Dr. Kluchertの紹介で、写真

を資料として扱った教育史研究をして

いる、フンボルト大学のDr. Ulrike

Mietznerを訪ね、助言をいただく機会

を得た。

具体的には、私の研究テーマに役立

つであろう比較的新しい文献で、私に

とって未知であったものをいくつかご

教示いただいた。また、まとまった著

作はないものの、ドイツで出版されて

いる写真の専門誌に寄稿している、ワ

イマール期の報道写真に通じている研

究者を教えていただいた。今後、連絡

をとって専門的な助言を得ていきたい

と考えている。

さらに、ベルリンに限らずドイツ国

内の、歴史的な写真を探す際に役立つ

Bildarchivや、写真を専門とした書店、

古書店の情報も得られた。

加えて、今回の調査のテーマに直接的

な関わりはないものの、現在ドイツでは

研究対象としての写真がかなり注目を

集めていることを知ることができた。

たとえば、現在ドイツでは、歴史研究

の分野で、写真を資料としてどのように

扱うか、どのように提示すべきか、とい

う問題について議論が高まっていると

いう話を伺った。また、Dr. Mietznerは

子供が被写体となった写真の「解釈」

を専門としているので、「解釈」にはさ

まざまな立場や手法が可能ではないか

と質問したところ、図像分析の入門書

Marion G. , Grundlagen der

visuellen Kommunikation（Konstanz

2003）をご教示いただいた。この本は昨

年出版されたばかりのもので、さまざ

まな学問分野における図像分析の可能

性を説明したものである。日本では、

写真史や写真家についての研究はあっ

ても、その他の分野の研究に写真をど

のように使えるのか、という問題はあ

まり論じられていないように思う。今

後、研究のなかで写真を扱っていく上

で、こうした方法論的な問題や、写真

を扱った研究の状況を考慮に入れてい

きたいと考えている。

以上、調査旅行で得られた成果を活

かし、今後も調査を続けて写真家エー

リッヒ・ザロモンと、同時代の写真史

およびジャーナリズム状況をめぐる問

題を扱ったテーマで、論文を執筆する

予定である。

曽我晶子

（大学院総合文化研究科

超域文化科学専攻博士課程）
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０. はじめに
この8月、東京大学ドイツ・ヨーロッ

パ研究室（DESK）の支援を受けて、ス

ロヴァキアの首都ブラチスラヴァに約

一ヶ月間滞在した。スロヴァキアは人口

約540万人の小国である。私の研究テー

マは、この国が1993年に独立してからの

政治の変化を、おもにEUとの関係から

説明することである。しかし、日本にい

て得られる資料が少ないため、まずはス

ロヴァキア語の能力をつけることと、ス

ロヴァキア政治を大きく左右してきた

過去10年間の選挙に関するデータを集

めることが、今回訪問の目的だった。

以下では、語学研修についてはじめに、

そして次に、資料収集のために訪問した

調査機関、および出国前には計画してい

なかった元政治家へのインタビューにつ

いて報告し、最後に滞在期間全体を振り

返って、私の雑感を述べたい。なお、滞在

中の活動内容については下表にまとめた。

1. 語学研修
コメンスキー大学で毎年夏季に行わ

れるスロヴァキア語の研修プログラム

（SAS : Studia Academica Slovaca）に

参加した。今年は30カ国以上から約150

人の参加者があった。歓迎レセプショ

ンには教育担当大臣が列席しマスコミ

が取材に来るなどスロヴァキア側の関

心も高く、語学学習にとどまらない刺

激を受けることができた。

■ 授業：

初級者コースに参加した。日曜を

除く三週間、毎朝9時から午後3時ま

で、スロヴァキア語の文法および会

話の授業を受けた。文法は基礎的な

文法の範囲は概ね修了する程度、会

話は日常会話の初歩を学んだ程度で

ある。

SASでは、語学の授業のほかにも、

コメンスキー大学の講師によるスロ

ヴァキアの歴史に関する講義や、

NGO職員によるEU拡大に関する講

義、さらにはスロヴァキアの伝統的

なダンスの授業などを受けることが

できた。また私は参加しなかったが、

スロヴァキアの地方都市を観光する

ツアーもプログラムにあった。

SASを通して、私のスロヴァキア

語力は、特に会話面で飛躍的に向上

したと思う。しかし、スロヴァキア語

の資料を問題なく読めるようになっ

たとはまだ到底言いがたい。今後、

独習を続けるつもりである。

■ 施設・スタッフ：
語学研修中は、大学の寮に宿泊し

た。寮があるのは、ブラチスラヴァ

の中心街からトラムで30分ほど行っ

た住宅街の中である。授業用の教室も

同じ建物の中にあり、食事もここでで

きる。頗る快適な生活環境だった。

SASの運営に当たっていたのは、

20代の教師とボランティアの大学生

という若いスタッフたちだった。彼

らと知り合えたことは、今回訪問の

大きな成果の一つだと思う。社会主

義からの転換を目撃し、スロヴァキア

の道を考えなければならない若い世

代、そして自分と同年代である彼ら

との、つまらない、たまに真剣なお

しゃべり、それは「インタビュー」

などと呼ぶべきものではないが、受

けた刺激はとても大きい。

■ 他の参加者：
私のように研究目的の参加者も決

して少なくはなかったが、新鮮だっ

たのは、スロヴァキアに自分のルー

ツを持つ参加者の多さだ。たとえば

私のクラスには、アメリカ人※・カナ

ダ人※・ノルウェー人※・ウクライナ

人・イスラエル人・ギリシア人・イ

ンド人がいたが、※をつけた人たち

は両親のいずれかがスロヴァキア系

である。この割合は、近隣国からの

参加者が多い上級者コースでさらに

多くなる。また、「スロヴァキア出身

の他民族」にルーツがあるというケー

スもあり、その中には、二次大戦後

スロヴァキアから激減したユダヤ人

やドイツ人がいる。今は他の国で生

活している彼らが、どんな気持ちで

スロヴァキアに来ているのか。そも

そも何故スロヴァキアに来たのか。

語学研修の雰囲気自体は、若さと明

るさに満ちていただけに聞きづらく、

それゆえにずっと心に残った疑問で

あった。

参加者はほぼ全員寮に宿泊してい

た。そのため、多少のもめごとが起

こることもあり、その中にも印象深

いものがある。
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スロヴァキアでの調査活動を終えて
―DIGESⅡ（社会科学）―

目　　的 訪問先 達成事項

語学研修
コメンスキー大学スロヴァキア語研修プログラム
（SAS: Studia Academica Slovaca）

三週間の語学研修に参加

資料収集

スロヴァキア政府統計局 選挙関連資料・統計データを入手

FOCUS〔NGO〕
MVK〔NGO〕

選挙関連資料を入手
選挙関連資料を入手

Institute for Public Affairs 〔NGO〕
Center for European Politics〔NGO〕
Slovak Foreign Policy Association〔NGO〕

年次レポート購入
EU拡大について聞き取り
EU拡大について聞き取り・発行雑誌購入

インタビュー Juraj Mihalik氏（元VPNメンバー） 主にメチアル・HZDSについて聞き取り



たとえば、こんなことがあった。

SASの日程も終盤にさしかかったこ

ろ、出身国についてスロヴァキア語

で紹介するパーティーが開かれた。

もめたのは、旧ユーゴスラヴィア諸

国の出身者である。SASには、スロ

ヴェニア・クロアチア・セルビア･モ

ンテネグロからそれぞれ5～10人の参

加者がいた。彼らは当初「旧ユーゴ」

として一緒に発表をする計画を立て

ていたのだが、最終的にスロヴェニア

だけが離反した。どういう経緯があっ

たのか、くわしくは知らない。結局

スロヴェニア人は何も発表せず、残

りの「旧ユーゴ」は、「私たちはなま

けものです。だから何も発表したく

ありません」と書かれたプラカード

を持って現れるという、意味深なパ

フォーマンスを披露した。スロヴェ

ニア人とは私ももめごとを起こした。

スロヴェニアが「東欧」だと私が言っ

たために、スロヴェニア人の男の子

を怒らせてしまったのだ。彼が言う

には、EU加盟が決まっている以上、

スロヴェニアは「中欧」として分類

されるべきだ、という。

語学研修は、スロヴァキア語だけ

でなく、スロヴァキア語を介してつ

ながった人々の間にある、乱麻のよ

うな複雑さを教えてくれた。

2. 調査機関訪問・インタビュー

■ 調査機関訪問
独立後に行われた選挙の分析に必要

な資料を集めるために、現地の調査機

関を訪れた。合計6つの機関をまわった

が、ここでは①政府統計局、②選挙調

査NGO、③その他調査機関の３つに分

けて訪問の詳細を述べる。

① 政府統計局：
選挙結果について、ホームページで

は公開されていない各県ごとの投票

データおよび、同じく各県ごとの社

会・経済・文化的な統計データを入

手する目的で訪問した。「英語を話せ

る人がいない」「停電した」と二度も

追い返され、三度目でやっと建物に

入れてもらうことができた。通常は

刊行物の販売所で資料を購入するの

だが、話を聞きたいと言うと、英語

が話せるスタッフのオフィスを紹介

してくれた。相手をしてくれたのは

初老の男性で、親切にも販売用の

データの本原稿をデジタルのままく

れた。統計分析を行うための打ち込

みの手間が省けて喜んだのだが、い

ざファイルを開いてみると情報に欠

損があり、結局二度手間になってし

まった。この人には、その後質問が

あって日本からメールを書いても返

信がない。資料集めの難しさを感じた。

② 選挙調査NGO：
選挙の出口調査を行った２つのNGO

を訪問した。FOCUSは98年までの出

口調査を担当したNGOで、調査結果

およびFOCUSによるレポートを入手

することができた。MVKは2002年選

挙から出口調査を担当しているが、

新しいNGOのせいか対応が悪く、英

語も通じないため苦労した。結果的

には2002年度出口調査の集計後の

データのみが入手できた。

③ その他調査機関：
Institute for Public Affairsはスロ

ヴァキア社会全般に関する詳しいレ

ポートを毎年発行している。この年

次レポートと1998年、2002年選挙に関

するレポートを入手した。Center for

European PoliticsはEU拡大に関する

知識の普及を目的としたNGOで、全

国の中学校や高校での教育活動等を

行っている。スタッフは親切だった

が、同NGOはEUからの資金援助を受

けているため、EU拡大に関して中立

的な議論をすることはできなかった。

資金に関しては、ここに限らずスロ

ヴァキアの多くのNGOが西側からの

支援を受けており、活動内容にバイ

アスがかかっていることを計算に入

れる必要がある。Slovak Foreign

Policy Associationは外交関係の調

査・研究を行っており、季刊雑誌を

発行している。この雑誌と関連書籍

を購入した。

訪問した機関にはスタッフの能力や

システムの整備度合などの差はあった

が、スロヴァキアの政治に興味がある

というアジア人、しかも女性の訪問者

は珍しいためか、総じて親切に接して

もらえた。ただし、彼らから聞き出し

た意見や調査報告には、ある程度の政

治的偏向があることは間違いなく、そ

れをどのように処理していくかが今後

の課題として残っている。

■インタビュー
語学能力の不足と調査不足による失

敗を恐れて、今回の訪問では政府関係者

等へのインタビューは行わないつもり
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でいた。しかし、元VPN（「暴力に反

対する公衆」）の一員で、体制変換期

に西側との交渉を担当していた人物を

紹介していただく機会に恵まれた。イ

ンタビューの内容はここでは割愛する

が、間近に見たメチアル（元首相）の

話など興味深い体験談を聞かせていた

だけた。急な話だったため、十分な準

備ができなかったことが悔やまれる

が、次回以降の訪問でこのようなイン

タビューの機会を確保するための布石

にはなったと思う。

研究対象である政治の当事者から率

直な意見を聞き出すことは難しい。自

分の研究テーマに関わる聞き取りは、

できるだけ多くの人にしたいと考えて

いたのだが、実際にそうしたチャンス

をうまく利用できることは稀だった。

そこには二つの理由がある。まず、一

般的に、知り合って間もない他人に政

治的な見解を尋ねることの難しさが

あった。政治的な立場はプライバシー

の領域であるし、さらに、こちらがそ

れを研究対象として見ていることが知

れれば、相手は萎縮してしまう。メチ

アル政権のように国際的な非難を受け

てきた事象に関しては、そのことにつ

いて触れることによって、スロヴァキ

アという国に対してマイナスの先入観

を持っていると勘違いされる可能性も

ある。また第二に、以上のような障害

を気にせず話をしてくれる人はそれで

もいるのだが、こうした人の多くは既

に偏った意見を持っている場合がほと

んどで、あまり一般化はできないこと

がある。

インタビューをとることを目的とす

る調査をいずれ行いたいと考えている

が、相手に応じてそのインタビューを

どう位置づけるかをあらかじめ十分

検討し、相手の理解を得て臨むことが

大切なのだろう。それが今回の教訓と

なった。

3. スロヴァキア雑感
今から3年前、2000年の秋に、私は

ブラチスラヴァを訪問したことがあ

る。その時期、スロヴァキア政府は

EUとの加盟交渉に必死で対応してい

たはずだが、私の目に映ったのは、

「首都」にしては貧弱すぎるブラチス

ラヴァの景観と、そこに住む人々のマ

イペースな暮らしぶりだった。それか

ら3年、EU加盟を控えたスロヴァキア

は、少しずつ変わっていた。街で見か

ける観光客の姿が増え、文化的資源の

修復も進められた。郊外には、外資系

の大型スーパーマーケットがいくつも

できている。

それでも、変わらないものは変わら

ない。ブラチスラヴァの旧市街からド

ナウ川を渡ると、社会主義時代の四角

い労働住宅が、ドミノのように今も並

んでいる。そこはペトルジャルカと呼

ばれる地区で、低所得層が住み、治安

も悪い。失業率の高さは、体制転換以

降スロヴァキアが悩み続けている問題

だ。さらに、一つ。1993年の独立の際

に、一般的なスロヴァキア人がどのよ

うな態度をとったか、ということをス

ロヴァキア人自身が説明するときによ

く使う、こんな話がある。「テレビで

は独立を祝って街頭でダンスするブラ

チスラヴァ市民が何度も映されていた

けど、そんな人はここでは見なかった。

きっと、本当に少数の人たちの同じ映

像を何度も流していたに違いない。」

チェコスロヴァキアの解体は、レファ

レンダムなどの手続きはなく、両共和国

の代表者間交渉で決定した。「ビロー

ドのような離婚」と言われる所以だが、

一国の独立がそのような無関心の中で

決められていったのは何故なのか。同

じようなことは、その後スロヴァキア

に成立した権威的なメチアル政権に対

する姿勢にも、EU加盟問題に関して

も言える。政治的無関心は、スロヴァ

キアに限った話ではない。しかし、だ

からこそ、この国の政治について考え

るときは、次のような問いから始めな

ければならないだろう。「この国に

『政治』はあるのか？」それは四角い

住宅同様に、変わらないスロヴァキア

の一側面なのかもしれないし、そうで

はないかもしれない。

スロヴァキアに関する私の研究は、

実際に現地に行ってみたあとの以上の

ような雑感を踏まえたものでなければ

ならないと思う。

4. おわりに
ブラチスラヴァ城は通称「逆さテー

ブル」という。その由来は説明するま

でもない、ひっくり返したテーブルの

ような外観を見ていただければ分か

る。さて、日本の友人にその「逆さテー

ブル」というのは愛称なのか、それと

も蔑称なのか、と聞かれて困った。

滞在中、方々で聞いてみたがはっきり

しない。

はっきりしないことは他にもたくさ

んあった。現地に行ってみなければ分

からなかったことはたくさんあるが、

現地に行ったからこそ分からなくなっ

たことの方が多い。けれども、分から

なくなったことを噛みしめるなかに、

大きな歓びを感じている。

そこに暮らしている人がいる現実

が、いかに複雑にできあがっているか。

その複雑さの中から、どのようにして

言葉を紡いでいくのか。そういう試み

こそが社会科学の存在意義であり、醍

醐味ではないだろうか。もっとも、

「言葉を紡ぐ」作業の重さが、これか

ら私にのしかかってくるのかもしれな

い。今の私にとりあえず言えることは、

「逆さテーブル」ブラチスラヴァ城を

見て「あれはハンガリーとハプスブル

クによる支配の象徴だから、蔑称だ」

などというはっきりした答えは、迂闊

には出さないほうがいい、ということ

ぐらいだろうか。

最後に、このような機会を提供して

くださった東京大学ドイツ・ヨーロッ

パ研究室と、現地でお世話になったす

べての人に感謝の意を表して、この報

告を終わりたい。ありがとうございま

した。

寳槻和子

（大学院法学政治学研究科修士課程）
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1.  はじめに
8月28日から9月28日に渡る期間にお

いて、DIGESⅡ（社会科学）の助成金

の下、主にセルビア・モンテネグロの

主要都市ベオグラードに滞在しながら

現地調査を行った。研修内容はセルビ

ア語の語学研修とベオグラードでの資

料収集という大まかに2つである。1ヶ

月に及ぶ現地調査は、率直に言って修

士論文執筆および自分の研究にとって

大変有意義であり、その経験によって

研究の方向性や充実度は大きく進んだ

と感じている。具体的には以下の報告

を参照して頂くとして、まず渡航前に

立案した現地調査の目的および計画に

ついてごく簡単に記しておきたい。

修士論文執筆を念頭に置いた私の研

究テーマは1990年代初頭の旧ユーゴス

ラヴィア解体とそれに伴う内戦の諸事

象を、しばしばなされる「民族問題」

のような必然論や決定論の観点からで

はなく、ユーゴスラヴィアという枠組

みの中で再検証することである。しば

しば政治的な側面に偏りがちな国家解

体という事象を、現地に実際に住む

人々の日常的な生活や文化から捉え直

すことを中心に据えながら、特に旧

ユーゴスラヴィアで盛んであったロッ

ク・ミュージックに注目する。しかし、

このテーマの研究を日本国内で進める

ことにはいくつかの障害があった。現

地語のセルビア・クロアチア語の資料

や文献を日本で入手することは難し

く、現地の図書館や本屋に足を運ばね

ばならない。また、自らのテーマが

人々の日常や文化というそこに住む

人々の視点に接近する意図を持つた

め、一度は現地を訪れる必要性を感じ

ていた（旧ユーゴを訪れたことは一度

もなかった）。そして、セルビア・ク

ロアチア語の学習を4月から始めたが、

日本では様々な面で語学学習の素材が

乏しく、出来るだけ早い語学習得のた

めには現地での語学研修に参加するこ

とが一番の近道であった。さらには、

来年春に計画している修士論文執筆前

の最も重要な資料収集への布石となる

よう、現地での図書館などの学術機関

の実際状況を知り、その利用方法を確

立する必要があった。

以上の理由から、3週間のセルビア

語の語学研修への参加及びその期間を

利用したベオグラードでの修士論文執

筆のための資料収集を計画し、現地調

査を実行した。尚、語学研修の詳細な

日程や内容が渡航直前に判明したため

に、実際の調査と渡航前に提出した計

画書が若干異なったことを最初に断っ

ておくとともに、心からお詫び申し上

げたい。

2. 語学研修
8月28日に成田を発ってスイスの

チューリッヒを経由した後、同日オー

ストリアのウィーンに到着した。日本

からベオグラードへの直行便はなく

ヨーロッパの近隣主要都市を経由する

のが一般的であるが、今回は陸路を選

んだ。ウィーンからハンガリーを縦断

してベオグラードへさらに南下する、

約10時間を所要する国際鉄道である。

語学研修が始まる前日の30日にベオグ

ラードに入ることに決め、それまで

ウィーンに観光目的で滞在した。

1990年代頃までセルビア・クロア

チア語と呼ばれたこの地域の言葉も、

ユーゴ解体を経た現在ではセルビア

語、クロアチア語と別の言葉として呼

ばれる（両者の間にほとんど大差はな

いのだが）。今回参加した語学研修も、

ベオグラード大学言語学部の一組織

である

Centar（国際スラヴセンター）が毎年

開催している「Skup Slavista-Seminar

（スクプ・スラヴィスタ―セルビアの

言語、文学、文化のセミナー）」であり、

「セルビア語」であった。今年は主に

ヨーロッパ出身者から成る総勢約50人

が参加し、セルビア語とセルビア文学

の2つのコースが用意され、私は前者

を選んだ。8月31日から9月20日までの

延べ3週間、大学側が用意したホテル

に常時滞在しながら、大学での語学の

授業および講義、博物館への訪問、日

帰りのエクスカーションなどを行っ

た。参加費には、宿泊費、授業料ほか、

3食の食費、博物館の見物料などと

いった全ての費用が含まれている。こ

こで、その中身に触れておくが、日程

は平日、土曜日、日曜日に基本的に分

かれており、3週間休み無くプログラ

ムが組まれていた。平日は9時－11時

までがセルビア語やその文学に関する

一般の講義2つ、11－13時までがセル

ビア語の授業（文法）、13－14時まで

が諸々の博物館の見学となる。昼食の

後、17時から18時までが再びセルビア

語の授業（会話）、18－19時までがセ

ルビアの歌と踊りの授業（最初の2週

間のみ）となる。土曜日は14時までに

2つの語学の授業を終えると残りは自

由時間、日曜日は日帰りの遠足が催さ

れた。以上が主な流れであるが、その

他平日にエクスカーションが組み込ま

れることもあった。

ベオグラード大学言語学部は、学生

広場前のウズン・ミルコヴァ通りを挟

んで真向かいに位置する。通りは車も

頻繁に行き交うバス通りでもあるが、

信号機がなく横断歩道を渡るのに非常

に苦労する。授業初日、まずはセルビ

ア語のクラス分けテストに遭遇した。

4ヶ月間のみの頼りない語学力に途方

に暮れながら、下から2番目のクラス

に編入された。私のクラスはアレクサ

ンドラ・ヴラネシュ教授に担当して頂

いた。先生は授業中毎回テキストやプ

リントを使いながら、読み、書く、聞

く、話すという4つを網羅的に展開し

ていく。自分にとって非常に有意義で

あったのは、何よりもセルビア語の素

材が豊富であり、語彙力を始めとして

セルビア語に慣れるという体験ができ

たことであった。特に毎回セルビア語

を読むことに力点が置かれていた点

は、セルビア語の資料を今後読み進め

る作業に大いに有益であり、また幸運

でもあった。そして、大変興味深かっ

たのは、歌と踊りの授業である。専門

の講師の方による指導とアコーディオ

ンの伴奏の中、参加者全員でセルビア

民謡を歌いながら、輪になってセルビ

アの民族舞踊である「コロ（kolo）」

を踊るのである。夜ホテルでは、部屋

のどこからか同僚がこの民謡を口ずさ

む声がしばしば聞こえていた。一方、

博物館見学はベオグラード市内の国立

博物館、教育博物館、民俗博物館など

に足を運んだ。エクスカーションにつ

いては、ベオグラードから日帰りで往

復可能の諸都市を巡り、9月4日にヴァ

リェヴォとヴランコヴィナ、7日にマ

ナツィヤとラヴァニツァ、14日にトゥル

シッチを訪れた。いずれの都市にもセ

ルビア正教会の有名な教会があり、そ

の観光が目的であったが、トゥルシッチ
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では18世紀にセルビア語を確立しセル

ビア語の父と崇められるヴク・カラジッ

チの生誕記念祝賀式に参加した。カラ

ジッチの生家があることで有名なこの

町には、セルビア国内から老若男女が

集まり（特に同じように遠足で来た小

中学生が多い）、式典会場の周囲には

多くの露店が立ち並び、たくさんの人

で賑わっていた。日本で言えば、京都

や奈良の古い寺院の記念式典に全国各

地から人が集まるといったところだろ

うか。

9月20日、参加者全員が終了証を受

け取る形で語学研修は幕を閉じた。研

修を総括するならば、研究者のための

短期研修というよりむしろ、多くの人

にセルビアの文化を知ってもらう、セ

ルビアという国を楽しんでもらうとい

う類のものであったと言える。だが、

語学の授業は自身の語学力にとって少

なくない成果をもたらし、またそれ以

外の日程の中で流れる時間も、この地

域の歴史や文化を研究する上でこの上

ない貴重な示唆を提供してくれたと感

じている。

3. 資料収集
未だ建設中の聖サヴァ教会の眼前

に、18世紀に第1次セルビア蜂起を指

揮したカラジョルジェの銅像が唯独り

ひっそりとそびえ立っている。周囲に

は何もない。というのも同じ敷地内に

あるセルビア国立図書館（Narodna

Biblioteka Srpske）が工事中であるか

らだ。建物だけは健在なその図書館

が資料収集の主たる場所となった。

その他にはベオグラード大学付属の

スヴェトザール・マルコヴィチ大学図書館

（Univerzitetska Biblioteka“Svetozar

”）、ベオグラードから北に

バスで2時間の都市ノヴィ・サドにあ

るマティツェ・スルプスケ図書館

（Biblioteka Matice Srpske）を利用し

た。渡航前の計画書では、語学研修が

平日は午前中のみで土日も一日中自由

という話だったため、その空き時間を

利用しての資料収集を企画していた。

しかし、実際の研修のプログラムは非

常に密度が濃く毎日行事が詰まってい

たため、大幅に当初の計画を変更せざ

る得なくなった。よって、比較的空き

時間の多かった語学研修第3週目に加

えて、研修終了後から帰国限度のぎり

ぎりまでベオグラード滞在を延長して

資料収集を行った。

上に挙げた3つの図書館、そしてお

そらくセルビア国内のどの図書館もそ

うであろうが、所蔵文献はすべて閉架

にあり、日本のように開架で自由に閲

覧することができない。自分の調査不

足であったとはいえ、これが最初の難

点であった。すべては図書館の利用

カードを作成するところから始まる。

セルビア国立図書館、マティツェ・スル

プスケ図書館はパスポート、もしくは

そのコピーを提示し、規定の料金を支

払えばその場で会員になることができ

る。スヴェトザール・マルコヴィチ大

学図書館は大学付属の機関ということ

もあってパスポート以外の書類が必要

であった。指導教官である柴宜弘先生

の紹介状だけでは十分でなく、現地ベ

オグラードの学生であるという証明

書、つまり現地の指導教官の紹介状を

要求された。セルビア語のクラスのヴ

ラネシュ先生に勝手を言って紹介状を

書いて頂き、日を改めて会員の手続き

を済ませた。

入り口付近のカウンターで読書室の

座席番号を受け取り、閲覧を希望する

図書の申請書を書いて提出し、読書室

でしばらく待つ。1時間以内には申請

した文献が手に入り、それを読みなが

ら必要箇所は随時コピーを取る。そし

てまたさらに本が必要になれば申請書

を提出しにいく。この一連の作業を、

空いた時間があればそれぞれの図書館

で繰り返した。コピーに関してはどの

図書館も申請式でコピー係が複写して

くれるが、国立図書館では係のお兄さ

んが私の膨大な量を見ると、「自分で

やって」ということになった。

大学図書館はコピー代金が比較的安

価なものの学生で読書室が常に満席の

ため、国立図書館を主たる活動の場と

するようになった。座席数も多く2階

まで吹き抜けとなったホールのような

読書室はとても広々として、落ち着い

た環境を与えてくれる。事前に作成し

た文献リストを元に、一冊一冊閲覧し

ていく。自身のテーマに関する旧ユー

ゴ解体関係の本が中心であったが、中

でも全てをコピーしたイネス・プリツァ

とドラギチェヴィチ＝シェシィッチの

サブカルチャーやオルタナティヴ文化

を扱った2冊の文献は大変貴重であっ

た。限られた時間と慣れない図書館の

システムに戸惑いながらも、作成した

文献リストの全てをなんとか調査し終

えることができた。また、各図書館に

設置されているパソコンの検索機は日

本のNACSIS-Webcat以上に優れてい

た。著者名・タイトルでの通常検索の

他に論文集所収、または研究雑誌所収
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の論文までも著者名から検索すること

が可能で、資料の幅が広がると同時に

自身のテーマに関わる現地の研究状況

を詳細に把握することもできた。さら

に、ベオグラード最終日は文献リスト

の調査もひと段落して時間に余裕も

あったので、1990年に創刊された雑誌

「Vreme」の閲覧を創刊号から半年ほ

ど行った。

『「Pop Rock」はここにはないわ。』

「どこにあるんですか？」『ノヴィ・サ

ドよ。』そう国立図書館で告げられた

時、ノヴィ・サドへ出向くことは決ま

っていたようだ。「Pop Rock」は、今

回の渡航において必須の文献のひとつ

と計画していたもので、1980年代の旧

ユーゴスラヴィア全土のロック・ミュー

ジック・シーンを網羅する最も有名な

雑誌である。語学研修が終了した2日

後の22日、一路ノヴィ・サドへ向かっ

た。目指すはマティツェ・スルプスケ

図書館である。―――だが、その文献

に出会うにはもう一日必要であった。

というのも「Pop Rock」はマティツェ・

スルプスケの別の書庫に保管されてお

り、入手には一日を要するという。翌

日再び図書館に足を運んだが、用意さ

れていたのは前日申請した3年分

（1988-90）ではなく、88年の1年分で

あった。海外での資料収集の難しさを

痛感しながらも、規定では雑誌のコピー

は3冊までのところを、司書の方のご

好意により1年分の12冊全てコピーす

ることができた。改めて感謝するとと

もに、次回への宿題が残った2日間と

なった。

さて、旧ユーゴの事象とその解体を

研究するには、毎年出版されていく文

献も必要不可欠である。どの研究分野

においても最新の研究を把握すること

は必要であろうが、殊に現代史という

視点で考えるならその意義は計り知れ

ない。セルビアでは出版部数の限りも

あって、およそ10年以前に出版された

文献を街中の本屋で入手するのはほと

んど不可能であるので、図書館で閲覧

するかコピーをするしかない。そのた

めに各図書館に足を運んだのだが、最

近の出版物については街中の本屋で購

入可能であった。

ここ数年で、旧ユーゴ解体を扱った

優れた文献はかなり多く出版されてき

ている。歴史的に考えても、解体から

約10年を経た現在、ようやく冷静な距

離を置いた民族主義や政治的側面に偏

らない研究が展開されているのだろ

う。90年代末頃ではその類の英語の文

献が質・量共にかなり豊富に出版され

ていた。だが今日、ミロシェヴィチ政

権が崩壊し民主化の道を歩み始めたこ

ともあり、セルビアにおいても同様な

環境が現れ始めているようだ。ベオグ

ラード市内の本屋では、そのテーマを

扱った多くの興味深いセルビア語の文

献が軒先を連ねていた。特にSamizdat

B92という出版社は、自分のテーマに

関わる示唆的な書物を海外のセルビア

語訳を含めて続々とシリーズで刊行し

ていた。ほぼ毎日市内の本屋を渡り歩

き、必要な文献を幾つか購入した。ベ

オグラード大学言語学部のすぐ近くに

あるPLATOという本屋は品揃えもか

なり豊富で、掘り出し物も幾つか見つ

けることができた。

以上のようなベオグラードでの初め

ての資料収集は、日本国内とは異なる

システムに戸惑い、計画通りに進まな

いこともあったが、全体としては修論

に向けた基礎的な文献を入手でき、実

り多いものであった。何よりも現地で

の資料収集のノウハウを身に付けられ

たことが、次回以降の現地調査を見据

えた上でも有益であったと言える。

4. 終わりに、そして修士論文に向けて
9月28日、これまで述べたような成

果を携えて成田空港に降り立った。振

り返れば、重点的に述べてきた語学研

修と資料収集以外にも、自分の研究へ

の一助あるいはヒントとなる経験を今

回の渡航は数多く残してくれた。実際

に住んだのではなく旅行者のホテル暮

らしという限定は付くが、街を散策す

る、レストランで食事をする、テレビ

を見る、買い物をする、会話する、大

学に通う、等の何気ない時間も、現地

の人々の生活や日常の一部を垣間見る

ことのできる貴重な体験であった。特

に、マラカナン・スタジアムで観戦し

たサッカー欧州選手権予選のセルビ

ア・モンテネグロ対イタリアの試合で

の、人々の異様なまでの盛り上がりは

忘れられない。また、カフェや飲み屋

など色々な空間で耳にした音楽から、

この地域がロック・ミュージック色の

比較的強い場所であるという確信も得

ることができた。もちろん研究テーマ

の時代区分は1990年代以前であり、こ

うした経験を簡単に結びつけることは

できないが、どんな形であろうと今後

の研究に役立てたい。

帰国後数週間が経ち、まだ資料の読

み込みはそれ程進んでいないが、現在

までの結果と現地での成果から、修士

論文のテーマを以下のように絞り込む

ことができた。全体としての視点に変

わりはないものの、1980年代から90年

代初頭の旧ユーゴスラヴィア解体まで

の時代において、セルビアを中心とし

ながら人々の日常生活や文化が当時の

政治、社会、そして解体とどのように

交差していたかを歴史的に考察する。

これまでミロシェヴィチやナショナリ

スティックな側面を強調して語られる

ことが比較的多かった、80年代以後の

セルビアであるが、その内部において

人々の生活、民族意識、文化とサブカ

ルチャー、そしてユーゴスラヴィア意

識がいかなる変遷を辿ったのか。現時

点では特に、ミロシェヴィチ政権が民

族的な象徴として農村文化に依拠して

いく中で生みだされる、従来盛んで

あったロック文化やベオグラードを始

めとする都市文化と、民族音楽や農村

的なものとの対抗関係に注目してい

る。これらを出発点として、さらに文

献を洗い出して的を絞り込み、現地で

の資料収集も考慮に入れつつ修士論文

執筆に向けた準備を着実に進めていく

所存である。

以上が現地調査で得られた主な成果

である。これらを今後、研究テーマ及

び今後の資料収集、そして修士論文に

充分に活用していきたいと思う。最後

に、今回の渡航に関して私がお世話

になったすべての方に感謝の意を申し

上げたい。また、何よりもこのような

恵まれた機会を得ることができたの

も、DESKのDIGESⅡ（社会科学）助成

金ゆえである。心からの感謝をここに

記したい。

鈴木健太

（大学院総合文化研究科

地域文化研究専攻修士課程）
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「ヨーロッパ統合は国民国家を超え

る」。第二次世界大戦後、ファシズムの

克服、冷戦の狭間で誕生したヨーロッ

パ統合は、国民国家の弊害、そして悪

しきナショナリズムを克服する新たな

国際関係の実験として注目を集めてき

た。なぜヨーロッパ人は、幾多の挫折

を繰り返しながら、「ヨーロッパ」にこ

だわるのか？いかなる「ヨーロッパ」

を構築しようとしているのか？先進国

として、同じく豊かさを享受しながら

も、戦後、アジアの近隣諸国よりも、

むしろアメリカを（「のみ」と言っても

過言ではあるまい）見つめつづけてき

た日本の戦後と比較して、「ヨーロッパ」

へのかたくななこだわりとは何か、

FTAの可能性が本格的に議論されてい

る段階において、その成立プロセス、

そしてその意義をめぐる研究は今日的

要請でもあろう。

EU研究においても、現状分析にとど

まらず、80年代以降の欧州諸国での外

交文書の公開に伴い、一挙に実証的な

歴史研究がスタートしている。そして

近年は、ヨーロッパのみならず、日本

においても、外交史に加え、経済史、

政治史、社会史、さらに歴史的分析を

も得意とする比較政治の参入というよ

うに、その動きには目覚しいものがあ

る。これらの多方面からの研究の進展

により、狭義の統合史のプロセス・制

度の形成のみならず、その理念、ヨーロッ

パの存在意義、独自性が問われている。

戦後ヨーロッパの再解釈が試みられて

いるといっても過言ではなかろう。

例えば、国際政治・外交史を中心と

する統合史では、EC/EUの制度構築の

プロセスに加え、特に戦後の冷戦との

関連から米欧関係とヨーロッパ国際関

係における統合の役割が明らかにされ

つつある。例えば欧州統合史研究会

（代表・遠藤乾）では、これらの研究の

蓄積を基礎として『原典・欧州統合史

史料集（仮称）』の刊行準備がすすめら

れている。

また経済史では、戦後復興期から高

度経済成長期にかけての経済統合の詳

細なプロセスが明らかにされつつある。

ヨーロッパ統合は、様々な可能性が議

論されながらも、結局は経済統合から

出発したため、その研究の重要性は改

めて指摘するまでもない。加えて、戦

後の経済統合政策が、外交政策として

国内の政治・経済政策から分離してい

たのではなく、むしろ、戦後復興政策

との密接な連動、さらに国際経済体制

との関連等、ヨーロッパレベルの分析

にとどまらず、国内、国際レベルの分

析との関連等極めて興味深い。今後、

高度経済成長、オイルショック後の長

期不況、グローバリゼーションとの関

連等、その研究の進展が期待される。

また、近年、ヨーロッパ統合の社会史

についても分析が着手されている（廣

田功・森建資編著『戦後再建期のヨー

ロッパ経済』日本経済評論社、1998年

および永岑三千輝・廣田功編著『ヨー

ロッパ統合の社会史』日本経済評論社、

2004年。）

一方、国家－社会関係を中心に分析

していた比較政治学が、ヨーロッパを

視野に入れ始めたことは、90年代以降

のEU研究の「事件」であった。これま

で同じ地域研究ながら相互に無関心の

まま接点の多くはなかった両者である

が、EUの深化に伴い、国内の様々なイ

シューも、EU抜きで語ることはできな

くなっている現状の反映であろう。と

りわけ「ガバナンス論」の流行ととも

に、ナショナルなレベルとヨーロッパ

が層をなす、「ヨーロピアンガバナンス」

に議論は及んでいる。まさに、ヨーロッパ

の国際関係レベルではなく、むしろ

「国民国家」の内部において、ヨーロッ

パ統合により「国民国家」が変容を余

儀なくされ、重層的な権力構造へと脱

皮する過程が明らかにされていること

に、ヨーロッパの政治経済社会の変質

を窺い知ることができよう（例えば、

比較政治学会年報第5号『EUのなかの

国民国家－デモクラシーの変容』2003年）

そして、長らく国民国家論が隆盛を

極めていた西洋史においても、ヨーロッ

パという枠組みにより、新たな解釈が

試みられつつある。近代以降の、国民

国家の生成において統合・封印されて

きた、非ナショナルなアクター、領域、

アイデンティティが、再び掘り起こさ

れようとしている。（例えば、谷川稔編

『歴史としてのヨーロッパ・アイデンティ

ティ』山川出版社、2003年）

このように、自らの研究のみに没頭

する「タコツボ化」「断片化」ではなく、

むしろ各領域において、共同研究を核

として、独自の問題意識、問題設定の

もとで、良い意味での共同研究が進め

られていると思われるのである。しか

しながら、これらの研究の進展にもか

かわらず、相互の連携を欠くため、統

合的なヨーロッパ研究が成立したとは

言い難い状況である。これらの研究が、

一種の「ミリュー」の並列と化し、「ミ

リュー」内部では、問題意識を共有し

あい、極めて緊密な共同研究が進めら

れてはいるものの、「ミリュー」間では

相互の関係を欠いているともいえる。

いわば、統合研究の「列柱社会」とで

もいうべきであろうか。

そこで、現在DESKでは、こうした

ヨーロッパ研究のさらなる展開を目指

して、「現代ヨーロッパフォーラム（仮

称）」の立ち上げを準備している。学際

性が要求されるEU研究において、これ

らの各領域が相互に議論しあう共同研

究の場がまさに必要とされていると考

えるからである。大学・専門を超えた

ヨーロッパ研究のネットワーク形成、

相互の交流を促し、新たな起爆剤とな

ることを目指したいと考えている。ぜ

ひ従来の枠にとらわれない、自由な交

流、議論を期待する次第である。

冒頭の問題に戻ると、確かに、関税

同盟から通貨、パスポート、歌・旗等

の様々なシンボル等、EUの採ってきた

多くの政策は、国民国家形成の常套手

段の多くを踏襲している。しかしなが

ら、国民国家の克服・消滅が語られな

がらも、実際には、多くの研究が明ら
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ヨーロッパ統合の歴史研究：
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かにするように、戦後多くの西欧諸国

において、福祉国家と介入主義的な経

済政策等に伴い、中央集権制ないしは

国家の権限はさらに肥大化している。

近年の統合史研究では、むしろ「ヨー

ロッパ統合は国民国家を救済する」と

いうミルワードテーゼにあるように、

両者はポジティヴ・サムの関係で把握

されている。そこに出現しているのは、

国民国家とEUとが互いに不可分な一

体性を構成する、ヨーロッパ特有の重

層的な権力空間である。国民国家の上

位にEUが位置するのみならず、下位

のサブナショナルな空間においても、

むしろ国民国家形成の中で封じ込めら

れてきた様々な主体・単位が再浮上し

ているのである。まさしくウエストフ

ァリア条約による主権国家体制以来の

大転換であるといえよう。

では、この再度の「ヨーロッパの誕

生」は、中世ヨーロッパの再生なの

か？答えはおそらく「否」であろう。

EC/EUを通じて、彼らが実現しよう

としてきたものは、単なる制度として

の統合ではない。挫折を繰り返しなが

らも、統合にこだわるモメンタムとは

何だったのであろうか。単なる経済的

繁栄の追求に過ぎないのであろうか。

米ソのヘゲモニーの間で、昔日の影響

力を喪失したヨーロッパの意義はどこ

に存在するのか？戦後復興から高度経

済成長、そしてグローバリゼーション

の時代において、アメリカモデルとは

異なるヨーロッパモデルは存立しえる

のか？それはいかなるものなのか？そ

もそもヨーロッパとは何なのか？ヨー

ロッパ統合とは、まさしくヨーロッパ

人の「自己」についての不断の問いか

けの中から生まれてきたといえよう。

いわば、ヨーロッパという「自己」は、

ファシズムの克服、共産主義との対峙、

そして暗示的ながらも明確なアメリカ

との差異化、といった「他者」の否定

の中から育まれてきた。

冷戦の中で、アメリカの安全保障に

依存しながら、ファシズム・共産主義

の否定として、議会主義、法の支配、

自由、人権の尊重といった民主主義は、

ヨーロッパ統合に参加するに不可欠の

条件と位置付けられた。もちろん、こ

れらの条件はアメリカとも共有すると

ころである。しかし、ヨーロッパは、

自由競争や市場万能主義とは異なる、

経済秩序、福祉国家、独自の人権・環

境基準等、明らかにアメリカと異なる

政治・経済・社会秩序を追求してき

た。そしてEC/EUは、全てではない

にしても、こうした理想像の具体化・

制度化を担ってきたのである。

東アジアにおいても、FTAの形成

が議論される今日、関税同盟や制度の

みにとどまらず、地域統合の様々な可

能性、独自の理念を考察する必要があ

るのではないだろうか。もちろん、ヨー

ロッパ統合を唯一のモデルとして神聖

視する必要はない。しかし単なる国益

を補完する制度にとどまらず、未来志

向の地域協力・地域共同体を目指すと

すれば、アメリカとも異なる、ヨーロッ

パ的な様々な「価値」「理想」を体現

する共同体として、ヨーロッパ統合の

歩みを今一度見つめなおすことが必要

なのではないだろうかと考えられるの

である。

上原良子

（フェリス女学院大学、

DESK客員助教授）

文科Ⅲ類の1年生として初めて駒場

に足を踏み入れたときから、この春で

ちょうど12年目になります。その間、

学部3年生で当時は教養学科第二（ド

イツの文化と社会）と呼ばれていた現

在の地域文化研究学科に進学し、大学

院も総合文化研究科地域文化研究専攻

で修士課程、博士課程を終えました。

もちろん、大学院在籍中には本郷の西

洋史のゼミに参加し、専修大学、独協

大学などの大学院ゼミにも顔を出し、

他大学の仲間たちと勉強会を組織し、

ドイツに留学もしましたが、自分の帰

るべき場所としていつも駒場があった

からこそ、様々なところに自由に出て

いくことができたということがあった

と思います。

私はこれまで駒場の自由な空気の中

で、地域研究の視点を取り入れつつド

イツ現代史を勉強してきました。博士

論文で扱ったのは、第二次世界大戦後

に東欧諸国やドイツ旧東部領から強制

移住させられた1000万人を超えるドイ

ツ系住民（被追放民）が戦後ドイツで

どのように統合されていったかという

問題です。とくに、歴史的に関わりの

深い東部地域を戦後処理の中で強制的

に割譲させられ、住民も暴力的に強制

移住させられたという経験が、第二次

世界大戦をめぐる戦後ドイツの歴史認

識にどのような影響を与えたかに着目

して研究を進めました。私は戦後ドイ

ツが第二次世界大戦の過去とどのよう

に向き合ってきたかという問題に歴史

認識という観点から取り組んできまし

た。今は戦後ドイツの歴史教育の変遷

とその社会的政治的要因について研究

しています。昨年、地域文化研究学科

で演習を担当した際にもこのテーマを

取り上げました。

学生時代のほぼすべてを駒場で過ご

し、研究・教育生活の第一歩も駒場で

踏み出すことになった私にとって、

DESKは学生時代から親しみをもって

きた研究室のひとつです。これまで、

国際シンポジウム、現代史フォーラム、

社会科学部門研究コロキアムなど

DESKの様々な企画に参加し、『ヨー

ロッパ研究』やチュートリアルでは

研究発表の場も与えられてきました。

昨年6月にDAAD（ドイツ学術交流会）

の会議で博士論文の成果報告を行う機

会にめぐまれたのもDESKの推薦によ

るものでした。

発足から3年半を経て、学生に対す

るDESKの援助はますます充実してき

ているように思われます。自分自身、

これまで学生としてDESKと接してき

た経験をもとに、DESKが学生の皆さ

んにとってより意義のある研究室とな

っていけるよう、またより親しみのあ

る研究室となっていけるよう、私なり

の手伝いができればと願っています。

どうぞよろしくお願いいたします。

川喜田敦子

（DESK助手）

自己紹介



1. 執筆資格

１）東京大学大学院総合文化研究科に

籍を置く大学院生ならびに教官。

２）１）の規定にも拘らず、DESK紀要

審査委員会が適当と認めた者。

2. 執筆の申し込み

１）投稿希望者は2004年7月30日（金）

までに8号館1階のDESK事務室ま

で申し込むこと。

２）申し込む場合には、所属、氏名、住

所（或いは連絡先）、電話番号（Fax

番号、或いはe-mailのアドレスも含

む）、論文の題、使用言語、論文の

およその長さを明記すること。

3. 論文の提出

１）ワープロ等を使用し、印字した論

文原稿と要旨を各三部、及び論文

とレジュメを入力したフロッピー・

ディスクをDESK事務室に提出す

ること。尚、ディスクには使用した

ワープロ・ソフトの名を忘れずに

記入すること。

２）論文の表紙には、所属、指導教官名、

氏名、住所、電話番号、e-mailのア

ドレスを明記すること。

３）締め切りは2004年9月24日（金）

４）提出場所は8号館一階DESK事務室

4. 執筆論文の条件

１）未発表のものに限る。

２）主題は、ドイツ・ヨーロッパ地域

の政治、経済、社会、歴史、文化、言

語等に関するもの。

３）使用言語は、日本語、英語、ドイツ

語、フランス語、ロシア語、または

スペイン語とする。

●DESKの催事情報については、

ホームページ

（http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp/

What's-new.html）をご覧ください。

●今後の催事情報をいち早くメール送信いた

します。ご希望の方はメールでDESK事務

室（desk@desk.c.u-tokyo.ac.jp）まで

お申し込みください。

ＤＥＳＫ事務室

開室日：月曜～金曜（祝日除く）

住　所：〒153-8902

東京都目黒区駒場３－８－１

東京大学大学院

総合文化研究科・教養学部

８号館１階109号室

Homepage: 

http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp

E-mail: 

desk@desk.c.u-tokyo.ac.jp

Telephone & Fax: 

0 3 - 5 4 5 4 - 6 1 1 2
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４）論文には必ず要旨を付ける。要旨

は論文が日本語の場合には上記の

ヨーロッパ言語で、論文が上記の

ヨーロッパ言語の場合には日本語

で書くものとする。

５）論文の長さはレジュメも含めて、

日本語の場合400字詰め原稿用紙

で換算して70枚以内、欧文の場合

には一行80ストロークで換算して

700行以内を目安とする。ワープロ

等で執筆の場合は、字数が上記の

範囲内であればよく、必ずしも原

稿用紙に印刷したり、欧文の場合

一行80ストロークで書く必要はな

い。紙の大きさはA4とする。

６）論文要旨は、邦文欧文ともに印刷

してほぼ2頁以内となるようにす

る。これについては既刊の『ヨー

ロッパ研究』を参照のこと。

７）尚、欧文で執筆する本文並びに

レジュメは必ず然るべき native

speaker の校閲を経ること。これま

での投稿された欧文のレジュメに

は特に誤りの多いものが目立つ。

然るべき native speaker とは内容

に一定の理解をもち、活字論文を

多数執筆した経験を持つ外国人教

師のような方々を指す。留学生に

よるチェックには誤りが多すぎる

ので避けること。欧文の論文並び

にレジュメの末尾に校閲者の名前

と身分を記すこと。

８）12月中旬から2月上旬にかけて校

正を行う必要があるので、その時

期に日本国内か郵便事情の良い国

あるいは地域にいること。郵便事

情が良いとは、一週間以内に航空

便が届くことを意味する。その時

期に郵便事情の良くない国や地域

に出かける予定のある人は応募を

差し控えて下さい。

『ヨーロッパ研究』募集要領

第四回論文募集 第四回論文募集 
DESKプログラムの研究紀要『ヨーロッパ研究』（European Studies）の 
第4号に掲載する論文を以下の要領で募集します。 

DESK『ヨーロッパ研究』 
（European Studies） 

5. 論文審査

１）論文の採否はDESK紀要審査委

員会が決定し、審査結果は速やか

に連絡する。

２）審査委員会が審査の結果、書き直

しを求める場合がある。

３）諸般の事情により論文の圧縮を

求めたり、あるいは二回に分けて

掲載すること等を条件に採用す

ることもあり得る。


